
 
倉吉市定住自立圏共生ビジョン懇談会 

 

日 時 平成 30年９月 26日（水)午前 10時～ 

場 所 倉吉市役所大会議室（本庁舎３階） 

 
次 第  

  

１ 開会 

 

２ 委員の自己紹介（資料１） 

 

３ 会長・副会長の選任 

 

４ 新会長あいさつ 

 

５ 報告事項 

（1）掲載事業の平成29年度決算額及び平成30年度予算額について（資料２） 

（2）掲載事業の平成29年度取組成果について（資料３・４） 

 

６ その他 

 

７ 閉会 

 

 

（配布資料） 
 資料１ 倉吉市定住自立圏共生ビジョン懇談会 委員名簿 

 資料２ 定住自立圏共生ビジョン関係事業 Ｈ29年度決算・Ｈ30年度予算額 

 資料３ 定住自立圏共生ビジョン関係事業の取組成果 

 資料４ 定住自立圏共生ビジョン掲載事業進捗管理シート  



役職 所属名 職名 氏名 備考

学校法人藤田学院
鳥取看護大学・鳥取短期大学

理事長 山田　修平
市長が必要と認める者

(第３号委員)

倉吉商工会議所 専務理事 佐々木　敬宗
政策分野に関係する者
（第１号委員)

公益社団法人鳥取県中部医師会 事務長 板垣　尊人志
政策分野に関係する者
（第１号委員)

鳥取県介護支援専門員連絡協議会中部支部 山田　綾子
政策分野に関係する者
（第１号委員)

倉吉市保育園長会 園長 寺谷　志津枝
政策分野に関係する者
（第１号委員)

倉吉市学校教育審議会 会長 名越　和範
政策分野に関係する者
（第１号委員)

倉吉市体育協会 会長 生田　正範
政策分野に関係する者
（第１号委員)

一般社団法人鳥取中部観光推進機構 副会長 牧野　光照
政策分野に関係する者
（第１号委員)

鳥取県中部地域公共交通協議会
（日本交通株式会社倉吉営業所）

所長 徳丸　孝信
政策分野に関係する者
（第１号委員)

鳥取中央農業協同組合 参事 藤原　治
政策分野に関係する者
（第１号委員)

ＮＰＯ法人養生の郷 理事 加藤　栄隆
政策分野に関係する者
（第１号委員)

リアルマック 代表 福井　恒美
政策分野に関係する者
（第１号委員)

一般社団法人鳥取県ケーブルテレビ協議会
(日本海ケーブルネットワーク㈱倉吉放送セン
ター)

センター長 中嶋　信行
政策分野に関係する者
（第１号委員)

倉吉市 藤井　忠篤
圏域の住民の代表者
(第２号委員)

三朝町 布広　覚
圏域の住民の代表者
(第２号委員)

湯梨浜町 中森　圭二郎
圏域の住民の代表者
(第２号委員)

琴浦町 松本　亮二
圏域の住民の代表者
(第２号委員)

北栄町 福井　利明
圏域の住民の代表者
(第２号委員)

倉吉市定住自立圏共生ビジョン懇談会 委員名簿

（敬称略・順不同）

平成30年８月28日現在（任期：平成32年３月31日まで）

資料１
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【平成30年度予算額一覧】

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町

中部休日急患診療所、歯科休日急患診
療所及び小児休日急患診療所運営事業

13,710 13,784 13,784 7,172 734 1,909 2,100 1,869 13,710 21,316 10,978 1,243 3,106 3,143 2,846

病院群輪番制病院運営事業 8,454 8,454 8,454 4,179 536 1,501 1,046 1,192 8,454 8,738 4,183 535 1,614 1,202 1,204

思春期保健対策の推
進

思春期の心と身体の健康教育事業 300 285 167 142 3 8 8 6 Ｈ27より開始 300 244 205 6 7 10 16 Ｈ27より開始

認知症診断システム（認知症クリティ
カルパス）事業の運用

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

タッチパネル整備活用事業 25 10 0 0 0 0 0 0 25 10 10 0 0 0 0

若年性認知症専用デイサービスセン
ター設置運営事業

1,000 60 0 0 0 0 0 0 1,000 0 0 0 0 0 0

中部成年後見支援センター運営事業 5,000 5,002 5,000 2,188 382 1,087 669 674 5,000 5,001 1,956 490 960 932 663

病児・病後児保育の活用 15,800 16,960 16,125 16,125 0 0 0 0 15,800 16,912 16,100 0 0 0 812

休日保育の活用 1,600 1,644 245 245 0 0 0 0 委託料 1,600 1,644 1,600 0 0 0 44 委託料

子育て支援事業の充実及び連携 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

鳥取県中部子ども支援センター運営事
業

11,643 7,960 7,960 3,775 521 1,289 1,231 1,144 11,643 7,559 3,583 414 1,226 1,172 1,164

鳥取県中部子ども支援センター機能拡
充検討事業

250 0 0 0 0 0 0 0 250 0 0 0 0 0 0

体育施設機能調査・活用検討事業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

倉吉市営陸上競技場維持管理事業 1,100 213,185 213,185 213,185 0 0 0 0
災害復旧工事・
上部排水路改修工事費含む 1,000 0 0 0 0 0 0

鳥取中部観光推進機構支援事業 34,043 23,940 23,939 10,530 2,016 4,135 4,015 3,243 34,043 23,940 10,530 2,016 4,135 4,016 3,243

観光商品の開発強化・受入体制の充実
等による観光推進事業

155,000 96,343 92,909 45,087 8,491 14,071 7,370 17,890 155,000 105,096 52,939 12,354 14,071 7,370 18,362

観光情報発信・セールスプロモーショ
ン強化事業

8,000 30,462 29,461 3,646 5,953 18,918 401 543 8,000 37,848 4,838 3,415 25,745 1,950 1,900

八橋往来周辺の魅力創造・発信事業 1,000 1,187 1,074 0 0 1,074 倉吉・琴浦・北栄のみ 1,000 3,767 0 0 3,767 倉吉・琴浦・北栄のみ

圏域への企業誘致推進事業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

関西事務所を活用した圏域への企業誘
致推進事業

9,066 1,366 1,202 1,202 0 倉吉・琴浦のみ 9,066 1,299 1,299 0 倉吉・琴浦のみ

鳥取県中部定住自立圏雇用創出促進奨
励事業

13,500 5,100 4,800 0 900 1,500 900 1,500 H27より開始 9,000 4,200 0 600 900 1,200 1,500 H27より開始

備考

ア．医療

救急医療体制の充実

Ｈ30年度の事業費　　　　　　　　　　　（単位：千円）  

当初の計画
（圏域全体）

予算額
（6月補正時点）
（圏域全体）

生
活
機
能
の
強
化

政策分野 協定項目

子育て支援体制の整
備及び充実

認知症に係る支援体
制の整備

イ．福祉

エ．産業振
興

ウ．教育

鳥取県中部定住自立圏共生ビジョン関係事業 【平成29年度決算額一覧】

Ｈ29年度の事業費　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

備考当初の計画
（圏域全体）

最終予算額
（圏域全体）

決算額
（圏域全体）

具体的な事業

企業誘致の推進

体育施設の機能の維
持及び強化

鳥取県中部子ども支
援センターの維持及
び教育相談体制の充
実

広域観光体制の充実
及び強化による広域
観光の推進

資料２
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【平成30年度予算額一覧】

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町

備考

Ｈ30年度の事業費　　　　　　　　　　　（単位：千円）  

当初の計画
（圏域全体）

予算額
（6月補正時点）
（圏域全体）

政策分野 協定項目

鳥取県中部定住自立圏共生ビジョン関係事業 【平成29年度決算額一覧】

Ｈ29年度の事業費　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

備考当初の計画
（圏域全体）

最終予算額
（圏域全体）

決算額
（圏域全体）

具体的な事業

資料２

中部消費生活センター運営事業 8,000 4,981 4,915 2,239 464 779 730 703 8,000 4,981 2,167 480 814 785 735

消費生活に関する担当者研修及び啓発
事業

1,711 1,989 1,248 618 20 277 79 254 1,711 1,562 844 20 276 79 343

鳥取県中部地域公共交通協議会運営事
業

126 227 137 137 0 0 0 0 126 452 452 0 0 0 0

鳥取県中部地域公共交通総合連携計画
策定事業

協議会運営事
業に計上

0 0 0 0 0 0 0
協議会運営事

業に計上
0 0 0 0 0 0

鳥取県中部地域公共交通総合連携計画
事業

必要に応じ決
定

7,319 7,052 469 0 6,583 0 0
必要に応じ決

定
6,891 500 0 5,518 650 223

中部圏域地産地消推進協議会設置・運
営事業

48 65 0 0 0 0 0 0 48 65 48 0 17 0 0

圏域地産地消推進計画策定事業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地産地消拡大事業 20,000 19,963 19,200 831 258 357 361 17,393 20,000 19,725 870 215 369 360 17,911

空き家情報の連携事業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

田舎暮らし体験プログラムの連携・実
施事業

500 1,124 842 0 0 443 399 0 500 540 0 0 240 300 0

移住情報の発信事業 500 243 167 88 16 16 16 31 500 158 55 17 19 36 31

未婚・晩婚化の解消
への取組の推進

広域連携婚活事業 2,000 1,000 1,000 200 200 200 200 200 Ｈ28より開始 2,000 1,000 200 200 200 200 200 Ｈ28より開始

エ．その他
の連携

広報活動の連携によ
る広域的な情報提供

中部圏域ケーブルテレビ利活用研究会
設置運営事業

50 0 0 0 0 0 0 0 50 0 0 0 0 0 0

子育て支援に関わる職員等に対する合
同研修会の開催事業

400 526 512 512 0 0 0 0 400 422 422 0 0 0 0

定住自立圏構想合同勉強会の開催事業 100 81 60 60 0 0 0 0 100 81 81 0 0 0 0

地方創生戦略勉強会の開催事業 100 0 0 0 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 0

人事交流の実施事業 - 0 0 0 0 0 倉吉・琴浦・北栄のみ
- 0 0 0 0 倉吉・琴浦・北栄のみ

290,862 441,022 431,200 301,279 19,224 49,663 16,379 44,655 286,262 243,397 98,699 20,227 54,497 19,060 50,914

22,164 22,238 22,238 11,351 1,270 3,410 3,146 3,061 22,164 30,054 15,161 1,778 4,720 4,345 4,050

313,026 463,260 453,438 312,630 20,494 53,073 19,525 47,716 308,426 273,451 113,860 22,005 59,217 23,405 54,964合計

個別の施策分野（医療）における財政措置

中心市及び周辺町の取組に関する包括的財政措置

圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

能
力
の
強
化

結
び
つ
き
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
の
強
化

ア．人材の
育成・確保

イ．圏域内
市町の職員
等の交流

合同研修会の開催・
専門人材の確保及び
活用・人事交流の実
施

空き家バンクの連携
等によるＩＪＵ（移

住）の促進

イ．地産地
消

公共交通に係る効率
的な運行体系の確立

オ．その他

ウ．交流・
移住

ア．地域公
共交通

地産地消の推進

消費生活相談窓口の
体制整備
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H27 H28 H29 H30 H31 H27 H28 H29 H30 H31

目標(人) 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 当初の計画 13,710 13,710 13,710 13,710 13,710

実績(人) 2,741 2,809 2,691 決算額 16,363 11,834 13,784

目標(人) 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 当初の計画 上段に含む 上段に含む 上段に含む 上段に含む 上段に含む

実績(人) 0 0 0 決算額 上段に含む 上段に含む 上段に含む

目標(人) 3,100 3,100 3,100 3,100 3,100 当初の計画 8,454 8,454 8,454 8,454 8,454

実績(人) 3,359 3,170 3,054 決算額 8,454 8,404 8,454

目標(％) 7.4 7.2 7.0 6.8 6.6 当初の計画 300 300 300 300 300

実績(％) 5.9 5.3 未確定 決算額 0 221 167

目標(％) 5 5 5 5 5 当初の計画 25 25 25 25 25

実績(％) 8.92 8.57 8.82 決算額 10 45 0

目標(人) 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 当初の計画 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

実績(人) 173 178 125 決算額 5,000 5,000 5,000

目標(人) 700 700 700 700 700 当初の計画 15,800 15,800 15,800 15,800 15,800

実績(人) 699 664 732 決算額 18,889 16,082 16,125

目標(人) 250 250 250 250 250 当初の計画 1,600 1,600 1,600 1,600 1,600

実績(人) 311 290 129 決算額 1,635 852 245

目標(％) 60.0 60.0 60.0 60.0 60.0 当初の計画 8,123 10,008 11,893 11,893 11,893

実績(％) 60.3 58.6 53.0 決算額 7,890 7,959 7,960

目標(％) 40.0 40.0 40.0 40.0 40.0 当初の計画 上段に含む 上段に含む 上段に含む 上段に含む 上段に含む

実績(％) 14.9 23.5 16.3 決算額 上段に含む 上段に含む 上段に含む

目標(回) 6 6 6 6 6 当初の計画 54,105 10,000 1,100 1,000 1,000

実績(回) 5 4 2 決算額 44,750 30,209 213,185

目標(人) 28,000 28,000 28,000 28,000 28,000 当初の計画 上段に含む 上段に含む 上段に含む 上段に含む 上段に含む

実績(人) 22,344 18,323 12,056 決算額 上段に含む 上段に含む 上段に含む

目標(千人) 1,425 1,439 1,453 1,467 1,482 当初の計画 21,043 34,043 34,043 34,043 34,043

実績(千人) 1,473 1,349 1,265 決算額 22,555 16,939 23,939

鳥取県中部定住自立圏共生ビジョン関係事業 【平成29年度取組の成果（指標及び実績）】

政策分野 協定項目 取組の成果（指標）
取組の成果（目標・実績）※目標値の設定はH27から開始

備考
（実績の算定根拠・出典先等）

関係事業の事業費（当初の計画・決算額）（単位：千円）

生
活
機
能
の
強
化

ア．医療

救急医療体制の充実

初期救急医療施設（休日急患診療所、小
児・歯科休日急患診療所）の利用者数

広域連合資料より

初期救急医療施設（平日夜間診療）の利
用者数

平日夜間診療所が開設されなかったため（平成27年度以降実績なし）
※インフルエンザの大流行等で、大きい病院だけでは対応出来なくなった場合に開設す
るもの。（中部医師会：旭田町）

二次救急医療施設（病院群輪番制病院）
の利用者数

広域連合資料より

思春期保健対策の推
進

人工妊娠中絶率（20歳未満）

※鳥取県人口動態統計より
　Ｈ29年度はＨ30.11月末頃、県HPにて公開予定
※H27から指標設定

イ．福祉

認知症に係る支援体
制の整備

早期発見の取組達成率＝タッチパネル簡
易検査を受けた人／65歳以上の高齢者数
×100

検診受診者数3,028人
※H27から指標設定

中部成年後見支援センターで受けた相談
件数

中部成年後見支援センターからの実績報告により
倉吉市54件、三朝町14件、湯梨浜町12件、琴浦町20件、北栄町11件、その他14件

子育て支援体制の整
備及び充実

病児・病後児保育の利用者数

委託契約実績報告書より
病児　416（倉吉市219、三朝町47、湯梨浜町109、琴浦町19、北栄町22）
病後児　316（倉吉市251、三朝町 6、湯梨浜町40、北栄町19）

休日保育の利用者数

委託契約実績報告書より
定住分12人（倉吉市5、三朝町0、湯梨浜町7、北栄町0）+市単独分 117人
※増減要因；休日保育は事業の性質上、利用者が特定される傾向にあるため、利用者の
勤務形態、状況の変化により年度ごとに大きく変動する

ウ．教育

鳥取県中部子ども支
援センターの維持及
び教育相談体制の充
実

センター利用率＝（（センターに通う児
童・生徒数＋相談人数）／不登校児童・
生徒数）×100

鳥取県中部子ども支援センター実績記録より
80/151×100＝53.0
相談人数：80名（うちセンターに通う児童・生徒数：23名）
不登校児童・生徒数（中部圏域小中学校）：151名

学校復帰率＝（（学校復帰児童・生徒
数）／（センターに通う児童・生徒数＋
相談人数））×100

鳥取県中部子ども支援センター実績記録より
13/80×100＝16.3
学校復帰児童・生徒数（中部圏域小中学校）：13名

体育施設の機能の維
持及び強化

倉吉市営陸上競技場の公認大会の開催数

鳥取県中部地震からの復旧工事により上半期利用不可
・第32回くらよし女子駅伝競走大会/第37回日本海駅伝競走大会（同時開催）
・第63回倉吉市陸上競技選手権大会
　兼　第18回鳥取県民スポーツレクリエーション祭予選会
　兼　第22回東伯郡陸上競技選手権大会

倉吉市営陸上競技場の利用者数

鳥取県中部地震からの復旧工事により上半期利用不可
復旧後の利用者回復に向けた取組実施

広域観光体制の充実
及び強化による広域
観光の推進

とっとり梨の花温泉郷周辺エリアの観光
入込客数（県の観光入込動態調査）

県の観光入込動態調査より
昨年と比較し、鳥取県中部地震や大雪の影響ですべての入込みが減少している（昨年比
93.8％　▲84千人）

資料３：目標を著しく未達成：目標を達成 ：目標を未達成
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H27 H28 H29 H30 H31 H27 H28 H29 H30 H31

鳥取県中部定住自立圏共生ビジョン関係事業 【平成29年度取組の成果（指標及び実績）】

政策分野 協定項目 取組の成果（指標）
取組の成果（目標・実績）※目標値の設定はH27から開始

備考
（実績の算定根拠・出典先等）

関係事業の事業費（当初の計画・決算額）（単位：千円）

資料３：目標を著しく未達成：目標を達成 ：目標を未達成

目標(件) 5 3 3 3 3 当初の計画 9,228 9,066 9,066 9,066 9,066

実績(件) 1 1 0 決算額 3,961 1,863 1,202

目標(人) 85 25 25 25 25 当初の計画 上段に含む 上段に含む 上段に含む 上段に含む 上段に含む

実績(人) 62 66 17 決算額 上段に含む 上段に含む 上段に含む

目標(件) 0 40 45 30 20 当初の計画 0 12,000 13,500 9,000 6,000

実績(件) 3 10 16 決算額 900 3,000 4,800

目標(人) 800 800 800 800 800 当初の計画 9,763 9,711 9,711 9,711 9,711

実績(人) 788 884 999 決算額 6,075 6,488 6,163

目標(千円) 223,000 223,000 223,000 223,000 223,000 当初の計画 270 126 126 126 126

実績(千円) 221,521 218,886 235,355 決算額 1,161 85 137

目標(人) 1,111,000 1,111,000 1,111,000 1,111,000 1,111,000 当初の計画 上段に含む 上段に含む 上段に含む 上段に含む 上段に含む

実績(人) 1,018,810 979,908 959,953 決算額 上段に含む 上段に含む 上段に含む

目標(千円) 1,520,000 1,540,000 1,560,000 1,580,000 1,600,000 当初の計画 20,148 20,048 20,048 20,048 20,048

実績(千円) 1,435,950 1,398,035 1,355,096 決算額 19,434 18,268 19,200

目標(人) 25,000 28,000 31,000 34,000 37,000 当初の計画 上段に含む 上段に含む 上段に含む 上段に含む 上段に含む

実績(人) 21,000 24,000 22,000 決算額 上段に含む 上段に含む 上段に含む

目標(人) 200 200 200 200 200 当初の計画 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

実績(人) 465 468 492 決算額 6,204 1,421 167

目標(件) 3 3 3 3 当初の計画 2,000 2,000 2,000 2,000

実績(件) 0 0 決算額 3,660 1,000

目標(％) 73.6 74.0 74.3 74.7 75.0 当初の計画 20 50 50 50 50

実績(％) 73.6 74.0 72.1 決算額 0 0 0

目標(人) 500 500 500 500 500 当初の計画 400 400 400 400 400

実績(人) 485 339 413 決算額 346 255 572

目標(人) - - - - - 当初の計画 - - - - -

実績(人) - 決算額 0 0 0

オ．その他
消費生活相談窓口の
体制整備

消費生活相談窓口の利用者数(各市町の
消費生活に関する窓口相談件数含む)

消費生活相談窓口に寄せられた中部圏域住民からの相談件数
倉吉市513件、三朝町61件、湯梨浜町145件、琴浦町139件、
北栄町141件

エ．産業振興

企業誘致の推進

企業誘致の件数

企業誘致による新規正規雇用者数

Ｈ30年3月末雇用者数345人－Ｈ29年3月末雇用者数328人＝17人

雇用創出奨励制度の利用件数

三朝町2社3人、湯梨浜町1社5人、琴浦町1社3人、北栄町1社5人
※H27から指標設定

結
び
つ
き
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
の
強
化

ア．地域公共交
通

公共交通に係る効率
的な運行体系の確立

路線バス等の維持に係る市町補助金の合
計額

各町・バス事業者より情報提供
平成28年度実績を修正（琴浦町について、町営費のみだったものを県費を含む額に修正
した）
修正前200,006千円

輸送量＝運行回数×平均乗車密度

バス事業者より情報提供

イ．地産地消 地産地消の推進

圏域内にある直売所の販売額

鳥取中央農業協同組合第20回通常総代会資料
（H30.4.25開催）

中部発！食のみやこフェスティバル 来
場者数

「第７回中部発！食のみやこフェスティバル」H29.6.24～25開催
「第７回中部発！食のみやこフェスティバル」第３回実行委員会資料より
※H28から指標設定

ウ．交流・移住

空き家バンクの連携
等によるＩＪＵ（移
住）の促進

圏域外から圏域内に移住した人数

鳥取県中部への移住状況について【平成29年度末】
移住者数：492人
（倉吉市：203、三朝町：14、湯梨浜町：80、琴浦町：128、北栄町：67)

未婚・晩婚化の解消
への取組の推進

婚活イベント、セミナー等の参加者同士
の成婚組数

カップルから成婚に至るまでには相当の期間を要するものと考えられる。追跡調査によ
り今後の成婚者に期待する。

※H28から指標設定

エ．その他の連
携

広報活動の連携によ
る広域的な情報提供

圏域のケーブルテレビの加入率

１市４町のＣＡＴＶ加入世帯数を総世帯数で除したもの。
100*29,547/40,993＝72.1％
※平成29年度から加入世帯数算出方法に変更あり。

圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強

化

ア．人材の育
成・確保

イ．圏域内市町
の職員等の交流

合同研修会の開催・
専門人材の確保及び
活用・人事交流の実
施

合同研修会に参加した市町職員等の人数

・子どもの発達支援研修会参加者実績
第１回（H29.10.28）143名、第２回（H30.1.28）242名
・市民提案型協働プロジェクト講演会参加者実績　　28名

人事交流の人数
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資料４

定住自立圏共生ビジョン掲載事業進捗管理シート
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協定項目：救急医療体制の充実

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） 14,715 13,813 14,145 13,978 13,978 70,629

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 13,710 13,710 13,710 13,710 13,710 68,550

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

休日救急診
療所の維持

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

休日救急診療
所の維持管理

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

7,172 734 1,909 2,100 1,869 13,784

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

10,978 1,243 3,106 3,143 2,846 21,316

H28取組
内容(実績）

H29取組
内容(実績）

H30取組
内容(予定）

関係市町及
び役割分担

・初期救急医療体制を充実させるための事業の企画及び連絡調整を行いま
す。
・広報の企画及び周知活動を行います。
・事業に必要とされる経費の支出を行います。

・初期救急医療体制を充実させるための事業の企画を行います。
・広報の企画に協力し、周知活動を行います。
・事業に必要とされる経費の支出を行います。

病診連携等による地域医療の確保に対する財政措置(負担額の８割)

＜生活機能の強化－ア．医療＞
中部休日急患診療所、歯科休日急患診療所及び小児休日急患診療所運営事業
　休日及び休日の夜間に発生する急病患者の医療を確保するため、鳥取県中部医師会
及び鳥取県中部歯科医師会等と連携して休日急患診療体制を維持するとともに、感染性
の高い急病患者の医療を確保するため、鳥取県中部医師会と連携して平日夜間の診療
体制を確保します。
　また、初期救急医療体制の診療機能として必要な施設、設備等の整備に対する支援を
行います。

概算事業費

実施期間

・倉吉市と関係町は、広域連合に委託して、圏域住民が適切な救急医療を受けることが
できるように、救急医療体制の運営費及び施設整備に必要な費用を負担した広域連合負
担金として支出した。

・倉吉市と関係町は、広域連合に委託して、圏域住民が適切な救急医療を受けることが
できるように、救急医療体制の運営費及び施設整備に必要な費用を負担する広域連合
負担金として支出する。
・広域的に蔓延する可能性が高い感染力の強い疾患の発生時には、関係機関がその対
応について早急に検討し対応していくこととする。

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

・倉吉市と関係町は、休日救急診療所の運営費及び施設整備に必要な費
用を負担します。
なお、運営費については、関係市町の負担額は利用人数で按分することと
し、各年度の負担額及び財政措置額の上限は、その都度、関係市町で協議
します。また、施設整備等に要する費用負担が発生する場合については、
関係市町で協議します。

・倉吉市と関係町は、広域連合に委託して、圏域住民が適切な救急医療を受けることが
できるように、救急医療体制の運営費及び施設整備に必要な費用を負担した広域連合負
担金として支出した。
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協定項目：救急医療体制の充実

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） 8,312 8,312 8,312 8,312 8,312 41,560

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 8,454 8,454 8,454 8,454 8,454 42,270

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

病院群輪番
制の維持

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

病院群輪番
制の維持

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

4,179 536 1,501 1,046 1,192 8,454

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

4,183 535 1,614 1,202 1,204 8,738

H28取組
内容(実績）

H29取組
内容(実績）

関係市町及
び役割分担

・二次救急医療体制を充実させるための事業の企画及び連絡調整を行いま
す。
・広報の企画及び周知活動を行います。
・事業に必要とされる経費の支出を行います。

・二次救急医療体制を充実させるための事業の企画を行います。
・広報の企画に協力し、周知活動を行います。
・事業に必要とされる経費の支出を行います。

病診連携等による地域医療の確保に対する財政措置(負担額の８割)

＜生活機能の強化－ア．医療＞
病院群輪番制病院運営事業

　休日及び夜間における重症急病患者の医療を確保するため、鳥取県中部医師会と
連携して病院群輪番制方式による救急医療体制を維持します。

概算事業費

実施期間

・倉吉市と関係町は、広域連合に委託して、圏域住民が適切な救急医療を受けることができるよう
に、病院群輪番制の運営に必要な費用を負担した広域連合負担金として支出した。
8病院（※）が分担して休日の救急診療に対応
　　 ※救急告示病院（鳥取県立厚生病院・野島病院・清水病院）
　　　　病院群輪番制病院（救急告示病院＋北岡病院・垣田病院・信生病院・鳥取県中部
                                    医師会立三朝温泉病院・藤井政雄記念病院）

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

・倉吉市と関係町は、病院群輪番制の運営に必要な費用を負担します。
なお、関係市町の負担額は利用人数で按分することとし、各年度の負担額
及び財政措置額の上限は、その都度、関係市町で協議します。

・倉吉市と関係町は、広域連合に委託して、圏域住民が適切な救急医療を受けることができるよう
に、病院群輪番制の運営に必要な費用を負担した広域連合負担金として支出した。
8病院（※）が分担して休日の救急診療に対応
　　 ※救急告示病院（鳥取県立厚生病院・野島病院・清水病院）
　　　　病院群輪番制病院（救急告示病院＋北岡病院・垣田病院・信生病院・鳥取県中部
                                    医師会立三朝温泉病院・藤井政雄記念病院）
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協定項目：救急医療体制の充実

事業名
＜生活機能の強化－ア．医療＞

病院群輪番制病院運営事業

H30取組
内容(予定）

・倉吉市と関係町は、広域連合に委託して、圏域住民が適切な救急医療を受けることができるよう
に、病院群輪番制の運営に必要な費用を負担する広域連合負担金として支出する。
8病院（※）が分担して休日の救急診療に対応
　　 ※救急告示病院（鳥取県立厚生病院・野島病院・清水病院）
　　　　病院群輪番制病院（救急告示病院＋北岡病院・垣田病院・信生病院・鳥取県中部
                                    医師会立三朝温泉病院・藤井政雄記念病院）
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協定項目：思春期保健対策の推進

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円）

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 300 300 300 300 300 1,500

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

－

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

啓発事業

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

142 3 8 8 6 167

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

205 6 7 10 16 244

H28取組
内容(実績）

思春期保健対策講演会を開催した。
　　目的：思春期の性に係る健康課題の現状を理解するとともに、「生きるための心（性）
　　　　　　の教育」を系統的、継続的に実施することの大切さについて学んだ。
　　対象：小・中学生・高校生の保護者、保健・医療・福祉・教育等思春期保健対策関係者
　　期日と参加者数： 11月19日・20日　２会場（倉吉市、琴浦町）で開催　　参加者　137名
　　内容：「生きるための心（性）の教育
　　　　　　～子どもたちの育ちを応援するエッセンスを学ぼう～」
　　講師：東京医療保健大学　医療保健学部看護学科　　渡會睦子さん

関係市町及
び役割分担

・県と連携して事業の企画及び関係機関との連絡調整を行います。
・県との連携により圏域住民を対象とした啓発事業を行います。

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

・倉吉市は啓発事業に必要な費用を負担します。
・関係町は啓発事業に必要な費用を負担します。

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

－

＜生活機能の強化－ア．医療＞
思春期の心と身体の健康教育事業

　リプロダクティブ・ヘルス・ライツの概念に関する知識の普及・啓発について、小・中・高
一貫した教育体制を構築します。

・県及び市と連携して事業の企画及び関係機関との連絡調整を行います。
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協定項目：思春期保健対策の推進

事業名
＜生活機能の強化－ア．医療＞

思春期の心と身体の健康教育事業

H29取組
内容(実績）

H30取組
内容(予定）

思春期保健対策講演会を開催した。
　　目的：思春期の性に係る健康課題の現状を理解するとともに、「生きるための心（性）
　　　　　　の教育」を系統的、継続的に実施することの大切さについて学んだ。
　　対象：小・中学生・高校生の保護者、保健・医療・福祉・教育等思春期保健対策関係
者、地域住民
　　期日と参加者数： 11月11日　１会場（三朝町）で開催　　参加者　92名
　　内容：「生きるための心（性）の教育
　　　　　　～大人として、今、子どもたちに伝えたいこと～」
　　講師：東京医療保健大学　医療保健学部看護学科　　渡會睦子さん

思春期保健対策講演会を開催する。
　　目的：思春期の性に係る健康課題の現状を理解するとともに、「生きるための心（性）
　　　　　　の教育」を系統的、継続的に実施することの大切さについて学ぶ。
　　対象：小・中学生・高校生の保護者、保健・医療・福祉・教育等思春期保健対策関係者
　　期日： 7月31日（火）　　会場：倉吉市
　　内容：「生きるための心（性）の教育
　　　　　　～大人として、今、子どもたちに伝えたいこと～」
　　講師：東京医療保健大学　医療保健学部看護学科　　渡會睦子さん
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協定項目：認知症に係る支援体制の整備

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円）

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 0 0 0 0 0 0

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

－

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

システムの
普及啓発

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 0 0 0 0

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 0 0 0 0

H28取組
内容(実績）

H29取組
内容(実績）

H30取組
内容(予定）

・県中部認知症疾患医療センター事業検討会に参画した。
・オレンジ手帳の啓発をケアマネに対し行った。

・県中部認知症疾患医療センター事業検討会に参画する。
・オレンジ手帳の啓発をケアマネに対し行う。

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

－

・県、県認知症疾患医療センター、中部医師会と連携しながら、介護・医療との連携がス
ムーズに行われるよう取り組んだ。
・認知症クリティカルパスの啓発を行った。
・県認知症疾患医療センター（中部）事業検討会に2ヶ月に1回開催参画した。

関係市町及
び役割分担

・認知症クリティカルパスの普及啓発に努め、医療機関等と連携を図りなが
ら認知症診断システムの運用を行います。

・認知症クリティカルパスの普及啓発に努め、医療機関等と連携を図りなが
ら認知症診断システムの活用を行います。

－

＜生活機能の強化－イ．福祉＞
認知症診断システム（認知症クリティカルパス）事業の運用

　医療機関同士、また医療機関と介護関係機関等が、平成25年10月から運用開始となっ
ている「認知症クリティカルパス」を通じて、サービスの利用や認知症に関する情報を共有
し適切な支援を行います。

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）
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協定項目：認知症に係る支援体制の整備

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） 0 2,520 0 0 0 2,520

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 25 25 25 25 25 125

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

タッチパネ
ルの購入
タッチパネ
ルの管理

タッチパネ
ルの活用

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

タッチパネ
ルの管理

タッチパネ
ルの活用

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 0 0 0 0

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

10 0 0 0 0 10

H29.3.31現在
65歳以上人口

タッチパネル
検診受診者数 指標(%)

A B B/A*100

倉吉市 15,317 1,396 9.11

三朝町 2,383 59 2.48

湯梨浜町 5,030 328 6.52

琴浦町 6,202 641 10.34

北栄町 4,864 471 9.68

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

・タッチパネルの維持管理に必要な費用が生じたときは、関係市町で別途協
議します。

H28取組
内容(実績）

倉吉市で管理し、1市2町で活用。（北栄町、琴浦町は単町でタッチパネルを購入し活用中）

【タッチパネル活用指標】

関係市町及
び役割分担

・タッチパネルを活用し、認知症の簡易検査を行います。
・購入した５台のタッチパネルの利用調整、機器の維持管理を行います。

・タッチパネルを活用し、認知症の簡易検査を行います。

－

＜生活機能の強化－イ．福祉＞
タッチパネル整備活用事業

　購入した５台のタッチパネルを一括管理するとともに、１市４町で有効に活用します。

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）
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協定項目：認知症に係る支援体制の整備

事業名
＜生活機能の強化－イ．福祉＞

タッチパネル整備活用事業
計 33,796 2,895 8.57

H30.3.31現在
65歳以上人口

タッチパネル
検診受診者数 指標(%)

A B B/A*100

倉吉市 15,432 1,418 9.19

三朝町 2,501 57 2.28

湯梨浜町 5,210 344 6.60

琴浦町 6,236 771 12.36

北栄町 4,945 438 8.86

計 34,324 3,028 8.82

H30取組
内容(予定）

倉吉市で管理し、1市2町で活用。（北栄町、琴浦町は単町でタッチパネルを購入し活用中）

H29取組
内容(実績）

倉吉市で管理し、1市2町で活用。（北栄町、琴浦町は単町でタッチパネルを購入し活用中）

【タッチパネル活用指標】
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協定項目：認知症に係る支援体制の整備

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） 0 1,000 1,000 1,000 1,000 4,000

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 5,000

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

先進地視
察・検討

デイサービ
スの設置

効果の検証

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

センターの
設置

センターの
運営

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 0 0 0 0

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 0 0 0 0

H28取組
内容(実績）

H29取組
内容(実績）

H30取組
内容(予定）

－

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

・関係市町は、若年性認知症専用デイサービスセンターの運営に必要な費
用を負担します。
・各年度の負担額は、その都度、関係市町で協議します。

・「ｵﾚﾝｼﾞｶﾌｪ」、「にっこりの会」の運営への参画及び若年性認知症の人の支援を行った。
・事業所が立ち上げた認知症カフェの後方支援を行った。

・「ｵﾚﾝｼﾞｶﾌｪ」、「にっこりの会」の運営への参画及び若年性認知症の人の支援を行う。

・「ｵﾚﾝｼﾞｶﾌｪ」、「にっこりの会」の運営への参画及び若年性認知症の人の支援を行った。

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

＜生活機能の強化－イ．福祉＞
若年性認知症専用デイサービスセンター設置運営事業

　若年性認知症の人が安心して通所できるデイサービスセンターを倉吉市内に１か所設
置し、センターの運営を支援します。

関係市町及
び役割分担

・若年性認知症専用デイサービスセンターに係る委託事業者の選定、契約
を行います。

・倉吉市と若年性認知症専用デイサービスセンターに係る委託事業者の選
定を行います。
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協定項目：認知症に係る支援体制の整備

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） 3,000 3,000 6,000

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 25,000

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

（仮称）成年後
見支援センター

の運営

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

センターの
運営

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

2,188 382 1,087 669 674 5,000

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

1,956 490 960 932 663 5,001

H28取組
内容(実績）

－

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

・関係市町は、中部成年後見支援センターの運営に必要な費用の応分を負
担します。
・関係市町の負担額は、均等割、人口割、実績割で按分し、各年度の負担
額は、その都度、関係市町で協議します。

・中部成年後見支援センターにおいて、成年後見事務事業、成年後見制度に関する相談
事業・ネットワーク事業・啓発・研修事業を行った。
・平成28年度実績（相談件数 178件、法人後見受任件数 26件、研修・会議等実施件数
64件）
・運営適正化委員会6回開催
・成年後見実務者研修会、法人後見実務者研修会の開催
・中部地区高齢者・障がい者等権利擁護支援ネットワーク会議開催（4回開催）

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

＜生活機能の強化－イ．福祉＞
中部成年後見支援センター運営事業

　平成25年４月から、１市４町で一般社団法人成年後見ネットワーク倉吉に「中部成年後
見支援センター」の運営を委託しています。委託先の「中部成年後見支援センター」は、成
年後見制度の相談・情報提供・啓発・成年後見に関わる行政機関や関係団体との連絡調
整を行っています。

関係市町及
び役割分担

・センター運営に必要な費用の応分を負担します。

・センター運営に必要な費用の応分を負担します。
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協定項目：認知症に係る支援体制の整備

事業名
＜生活機能の強化－イ．福祉＞

中部成年後見支援センター運営事業

H29取組
内容(実績）

H30取組
内容(予定）

・中部成年後見支援センターにおいて、成年後見事務事業、成年後見制度に関する相談
事業・ネットワーク事業・啓発・研修事業を行った。
・平成29年度実績（相談件数 125件、法人後見受任件数 30件、研修・会議等実施件数
81件）
・運営適正化委員会3回開催
・成年後見実務者研修会、法人後見実務者研修会の開催
・中部地区高齢者・障がい者等権利擁護支援ネットワーク会議開催（4回開催）

・中部成年後見支援センターにおいて、成年後見事務事業、成年後見制度に関する相談
事業・ネットワーク事業・啓発・研修事業を行う。
・運営適正化委員会の開催
・成年後見実務者研修会、法人後見実務者研修会の開催
・中部地区高齢者・障がい者等権利擁護支援ネットワーク会議の開催
・中部圏域での市民後見人養成事業への支援
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協定項目：子育て支援体制の整備及び充実

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） 7,000
7,000+改修

費補助
7,000 7,000 7,000

35,000+改
修費補助

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 15,800 15,800 15,800 15,800 15,800 79,000

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

実施事業所
の選定

実施事業所
の改修

病児保育の
実施

病後児保育
の実施

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

病児・病後児
保育の運営

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

16,125 0 0 0 0 16,125

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

16,100 0 0 0 812 16,912

H28取組
内容(実績）

・運営費：保育対策等促進事業費補助金（2/3）
・H27年度～　子ども子育て支援交付金（2/3　国1/3県1/3）

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

・費用の負担は、各市町の対象施設の入所人数及び利用人数で按分し、そ
の都度、協議の上決定します。

両事業とも１市４町合同で実施した。
・病児保育室
　　委託先　（社福）敬仁会　 実施場所　県立厚生病院内（きらきら園）
　　利用者延べ人数　431人
・病後児保育
　　委託先　（医）十字会　　　実施場所　野島病院内（すくすく園）
　　利用者述べ人数　233人（琴浦町は利用者なし）

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

＜生活機能の強化－イ．福祉＞
病児・病後児保育の活用

　現在実施している倉吉市の病児・病後児保育（病児保育は４町、病後児保育は琴浦町
を除く３町）を関係市町で利用します。

関係市町及
び役割分担

・病児・病後児保育事業を委託により実施します。
・市民に事業の広報を行い、事業の紹介をします。
・運営費の一部を負担します。

・町民に事業の広報を行い、事業の紹介をします。
・運営費の一部を負担します。
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協定項目：子育て支援体制の整備及び充実

事業名
＜生活機能の強化－イ．福祉＞

病児・病後児保育の活用

H29取組
内容(実績）

H30取組
内容(予定）

両事業とも１市４町合同で実施した。
・病児保育室
　　委託先　（社福）敬仁会　 実施場所　県立厚生病院内（きらきら園）
　　利用者延べ人数　416人
・病後児保育
　　委託先　（医）十字会　　　実施場所　野島病院内（すくすく園）
　　利用者述べ人数　316人（琴浦町は利用者なし）

両事業とも１市４町合同で実施している。
・病児保育室
　　委託先　（社福）敬仁会　 実施場所　県立厚生病院内（きらきら園）
・病後児保育
　　委託先　（医）十字会　　　実施場所　野島病院内（すくすく園）
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協定項目：子育て支援体制の整備及び充実

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） 1,300 1,300 1,300 1,300 1,300 6,500

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 1,600 1,600 1,600 1,600 1,600 8,000

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

休日保育の
運営

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

休日保育の
運営

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

245 0 0 0 0 245

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

1,600 0 0 0 44 1,644

H28取組
内容(実績）

H29取組
内容(実績）

H30取組
内容(予定）

・保育対策等促進事業費補助金（2/3）
・H27年度～　子ども子育て支援交付金（2/3　国1/3県1/3）

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

・各自治体の対象施設の入所人数及び利用人数で按分（その都度、協議）

子ども・子育て支援交付金『一時預かり事業』のうち日、祝祭日の保育について、３町（琴
浦町を除く）が倉吉市に委託して「ババール園」で実施した。
●事業の範囲；子ども・子育て支援交付金『一時預かり事業』の対象となる日、祝祭日の
保育
●利用可能時間　　日曜日・祝日の午前７時～午後８時
●利用料金　　2,500円/日
利用者延べ　　12人　（定住＋市単独分含めると129人）
子ども・子育て支援交付金『一時預かり事業』のうち日、祝祭日の保育について、３町（琴
浦町を除く）が倉吉市に委託して「ババール園」で実施する。
●利用可能時間　　日曜日・祝日の午前７時～午後８時
●利用料金　　2,500円/日

子ども・子育て支援交付金『一時預かり事業』のうち日、祝祭日の保育について、３町（琴
浦町を除く）が倉吉市に委託して「ババール園」で実施した。
●事業の範囲；子ども・子育て支援交付金『一時預かり事業』の対象となる日、祝祭日の
保育
●利用可能時間　　日曜日・祝日の午前７時～午後８時
●利用料金　　2,500円/日
利用者延べ　　63人　（定住＋市単独分含めると290人）

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

＜生活機能の強化－イ．福祉＞
休日保育の活用

現在実施している倉吉市の休日保育を、琴浦町を除く３町が利用します。

関係市町及
び役割分担

・休日保育事業を委託により実施します。
・市民に事業の広報を行い、事業所の紹介をします。
・運営費の一部を負担します。

・町民に事業の広報を行い、事業所の紹介をします。
・運営費の一部を負担します。
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協定項目：子育て支援体制の整備及び充実

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） 0 0 0 0 0 0

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 0 0 0 0 0 0

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

情報交換会
の開催

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

情報交換

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 0 0 0 0

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 0 0 0 0

H28取組
内容(実績）

H29取組
内容(実績）

H30取組
内容(予定）

－

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

－

担当課長会議を開催し、協定項目に掲げられている病児・病後児保育、休日保育等に関
する協議と併せ、子育て支援事業に係る情報交換を行った。その中で休日保育の利用実
績は低いが、子育て支援のセーフティーネットとして継続して実施していくことを確認した。

定住自立圏担当課長会を開催し協定項目に掲げられている病児・病後児保育、休日保
育等に関する協議と併せ、子育て支援事業に係る情報交換を行う。

鳥取県中部地震が発生したため、担当課長会議は中止として12月に担当者会議を開催
し、協定項目に掲げられている病児・病後児保育、休日保育等に関する協議と併せ、子
育て支援事業に係る情報交換を行った。また、病児・病後児保育事業のうち、倉吉市内の
認定こども園が計画している体調不良児型については、協定項目に加えないことを確認
した。

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

＜生活機能の強化－イ．福祉＞
子育て支援事業の充実及び連携

子育て支援事業について情報交換し、連携を図ります。

関係市町及
び役割分担

・情報交換の為の会議を開催します。

・情報交換の為の会議に参加します。
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協定項目：鳥取県中部子ども支援センターの維持及び教育相談体制の充実

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） 8,342 8,342 12,500 12,500 16,500 58,184

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 7,873 9,758 11,643 11,643 11,643 52,560

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

不登校の児
童・生徒の相

談対応等

不登校の生徒
（高校生）の相

談対応等

未成年者の相
談対応等

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

不登校の児
童・生徒の相

談対応等

不登校の生徒
（高校生）の相

談対応等

未成年者の相
談対応等

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

3,775 521 1,289 1,231 1,144 7,960

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

3,583 414 1,226 1,172 1,164 7,559

実施期間

関係市町及
び役割分担

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

・鳥取県中部子ども支援センターの運営に協力します。
・町民に鳥取県中部子ども支援センターの役割等を広報するとともに、相談
者に対し、当該センターの紹介を行います。

＜生活機能の強化－ウ．教育＞
鳥取県中部子ども支援センター運営事業

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

・鳥取県中部子ども支援センターの運営を行います。
・市民に鳥取県中部子ども支援センターの役割等を広報するとともに、相談
者に対し、当該センターの紹介を行います。

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

・倉吉市と関係町は、鳥取県中部子ども支援センターの運営費を負担しま
す。
なお、関係市町の負担額は、鳥取中部ふるさと広域連合の負担金の負担割
合を参考とし、各年度の負担額は、その都度、関係市町で協議します。ま
た、鳥取県中部子ども支援センターの相談機能を拡充した後の事業費負担
の基本的な考え方については、関係市町で別途協議します。

　鳥取県中部子ども支援センターを維持し、引き続き不登校の児童及び生徒に対す
る支援を継続するとともに、個々の段階に応じた学習支援、体験学習等の支援を行
います。また、鳥取県中部子ども支援センターの相談体制を充実し、未成年者に対
する相談機能を拡充させることで、相談者と各支援機関を繋ぐ役割を担っていきま
す。

概算事業費
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協定項目：鳥取県中部子ども支援センターの維持及び教育相談体制の充実

事業名
＜生活機能の強化－ウ．教育＞

鳥取県中部子ども支援センター運営事業

H28取組
内容(実績）

H29取組
内容(実績）

H30取組
内容(予定）

○通級児童生徒数　【小】3【中】20【高】0【合計】23
○相談状況　 ①電話相談数　【小】 95【中】217【高】14【合計】326
　                ②来所相談数　【小】 36【中】　56【高】 3【合計】  95
　                ③訪問相談数　【小】 19【中】　16【高】 0【合計】  35
　                ④家庭訪問数　【小】   5【中】  19【高】 0【合計】  24
　                ⑤支援会議数　【小】 35【中】  70【高】 0【合計】105
○運営費負担割合　市４７．４%  ４町５２．６%

○主な業務
・通級児童生徒の学校復帰へ向けた指導・支援及び学力補充
・相談活動
・学校訪問
○運営費負担割合　実績割1割　児童生徒数割９割　市４７．４%  ４町５２．６%

○通級児童生徒数　【小】3【中】20【高】0【合計】23
○相談状況　 ①電話相談数　【小】108【中】275【高】13【合計】396
　                ②来所相談数　【小】 28【中】　84【高】 6【合計】118
　                ③訪問相談数　【小】 18【中】　11【高】 0【合計】 29
　                ④家庭訪問数　【小】  4【中】 　25【高】 0【合計】 29
　                ⑤支援会議数　【小】 36【中】  50【高】 0【合計】 86
○運営費負担割合　市45.8%  ４町54.2%
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協定項目：鳥取県中部子ども支援センターの維持及び教育相談体制の充実

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円）

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 250 250 250 250 250 1,250

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

－

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

検討会の設
置及び運営

先進地視察
の実施

関係機関との
協議及び調整

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 0 0 0 0

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 0 0 0 0

H28取組
内容(実績）

＜生活機能の強化－ウ．教育＞

　現在の鳥取県中部子ども支援センターの機能を段階的に拡充し、いじめ等の人間関係
についての相談対応、受入等を行うため、中部圏域の実情に合った当該センターの職員
体制、拡充する機能の内容について、具体的な研究及び検討を行います。

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

概算
事業費

鳥取県中部子ども支援センター機能拡充検討事業

・検討会の設置及び運営並びに先進地の視察を行い、鳥取県中部子ども支
援センターの今後の職員体制、機能の研究及び検討を行います。
・検討会の検討等を踏まえ、鳥取県中部子ども支援センターの機能の拡充
に係る実施計画を作成します。

・検討会及び先進地視察に参加し、鳥取県中部子ども支援センターの今後
の職員体制、機能の研究及び検討を行います。
・鳥取県中部子ども支援センターの機能の拡充に係る実施計画の作成に必
要な協力を行います。

実施期間

・倉吉市は、検討会の設置及び運営に必要な費用と先進地視察に係る市職
員の費用を負担します。
・関係町は、先進地視察に係る町職員の費用を負担します。

関係市町及
び役割分担

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

○主な業務
・通級児童生徒への指導・支援（２３件）
・電話相談（３９６件）来所相談（１１８件）訪問相談（２９件）
・支援会議（８６件）家庭訪問（２９件）

○職員体制　センター長１名，指導員２名

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

-
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協定項目：鳥取県中部子ども支援センターの維持及び教育相談体制の充実

事業名
＜生活機能の強化－ウ．教育＞

鳥取県中部子ども支援センター機能拡充検討事業

H29取組
内容(実績）

H30取組
内容(予定）

○主な業務（すべて継続実施中）
・通級児童生徒への指導・支援
・相談活動（電話、来所、訪問）
・支援会議、家庭訪問、学校訪問

○職員体制　センター長１名，指導員２名

○主な業務
・通級児童生徒への指導・支援（２３件）
・電話相談（３２６件）来所相談（　９５件）訪問相談（３５件）
・支援会議（105件）家庭訪問（２4件）

○職員体制　センター長１名，指導員２名
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協定項目：体育施設の機能の維持及び強化

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） 0 0 0 0 0 0

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 0 0 0 0 0 0

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

調査内容の検
討

調査の実施

活用策の検討

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

調査内容の検
討

調査の実施

活用策の検討

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 0 0 0 0

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 0 0 0 0

H28取組
内容(実績）

－

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

－

・担当者会議　年2回開催
・中部地区におけるスポーツ少年団一元化についての意見交換及び調整を行った。

・第２回日本ユース選手権ボルダリング競技大会を誘致した。Ｈ28.5.14、15倉吉市
・平成２８年度全国高等学校総合体育大会自転車競技大会（トラック競技）を誘致した。
　Ｈ28.7.29～31倉吉市
・公共施設等総合管理計画を策定した。Ｈ29.2北栄町、Ｈ29.3倉吉市

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

＜生活機能の強化－ウ．教育＞
体育施設機能調査・活用検討事業

　圏域内にある体育施設の設備、機能、耐用年数などを調査し、大会の開催、誘致など
体育施設の利活用策を検討します。

関係市町及
び役割分担

・圏域内にある体育施設の設備、機能、耐用年数などの調査をはじめ、大
会開催、誘致などに必要な体育施設、宿泊施設、交通網等の調査を行い、
大会の開催、誘致などの利活用策を検討します。

・倉吉市が行う調査、検討に協力します。
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協定項目：体育施設の機能の維持及び強化

事業名
＜生活機能の強化－ウ．教育＞

体育施設機能調査・活用検討事業

H29取組
内容(実績）

H30取組
内容(予定）

・担当者会議　年2回開催
・体育施設、中部地震からの復旧。
・中部地区スポーツ少年団の設立。
・第3回日本ユース選手権ボルダリング競技大会を誘致・開催。　Ｈ29.5.12、13
・スポーツクライミングアジア選手権誘致決定・実行委員会設立　Ｈ29.7.26
・各種全国大会、国際大会に向けた誘致・調整。
・ラグビー場移設・整備に関する調整。

・担当者会議　年2回開催
・体育施設指定管理者公募・選定
・陸上競技場インフィールド改修基本設計
・ラグビー場移設協議・候補地選定
・体育施設の年次的改修計画の検討
・倉吉市スポーツ少年団のあり方検討
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協定項目：体育施設の機能の維持及び強化

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） 2,100 2,100 2,100 2,100 2,100 10,500

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 47,038 28,690 1,100 1,000 1,000 78,828

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

維持管理

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

維持管理

駐車場改修

公認認定

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

213,185 0 0 0 0 213,185

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 0 0 0 0

H28取組
内容(実績）

H29取組
内容(実績）

・震災復旧に向けた工事の進捗管理、工事の早期完了。
・工事完了後の3種公認検定受検。
・復旧後の利用者回復に向けた取組を指定管理者と共同で実施。
・復旧に合わせ、トップアスリートを招致した教室の実施。

－

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

－

・施設利用者が安心して利用できるよう施設設備の点検、草刈り・伐採等を定期的に実施
し、施設の維持・保全等管理を行った。
・平成29年度検定に向け備品購入。(走高跳用マット、ハンマー投用サークル、写真判定
機、スポーツトラクター)
・上流部排水路改修に係る実施設計を実施。
・鳥取県中部地震の発生及び被害復旧に係る調査・設計を実施。

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

＜生活機能の強化－ウ．教育＞
倉吉市営陸上競技場維持管理事業

　圏域全体での倉吉市営陸上競技場の利用促進を図るため、当該競技場の安全点検、
補修、清掃などの施設管理を適切に行います。
　また、第３種公認の維持に必要な整備を行います。

関係市町及
び役割分担

・安全・安心して利用できる環境を整備するため、施設及び隣接する駐車場
等の維持管理を適切に行います。
・また、第３種公認の維持に必要施設及び備品等の整備を行います。

・大会参加、練習などの利用促進に協力します。
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協定項目：体育施設の機能の維持及び強化

事業名
＜生活機能の強化－ウ．教育＞

倉吉市営陸上競技場維持管理事業

H30取組
内容(予定）

・公認検定の際に日本陸連から指摘されたインフィールド（芝部分）の改修基本設計（９月
補正予定）
・改修に合わせた施設設備の機能充実検討。
・施設利用者が安心して利用できるよう陸上競技場の適正な維持管理を行う。
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協定項目：広域観光体制の充実及び強化による広域観光の推進

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） 2,152 2,152 2,152 2,152 2,152 10,760

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 21,043 34,043 34,043 34,043 34,043 157,215

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

支援の実施

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

支援の実施

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

10,530 2,016 4,135 4,015 3,243 23,939

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

10,530 2,016 4,135 4,016 3,243 23,940

H28取組
内容(実績）

【全体】
観光商品の運営、広域連携事業の実施、広域情報の発信、セールスプロモーションの強
化に必要な費用を（一社）鳥取中部観光推進機構・中部ふるさと広域連合へ負担金として
支出した。

【倉吉市】鳥取中部観光推進機構負担金672千円
            中部ふるさと広域連合負担金（DMO）6,683千円
【三朝町】鳥取中部観光推進機構負担金486千円
            中部ふるさと広域連合負担金（DMO）1,066千円
【湯梨浜町】鳥取中部観光推進機構負担金531千円
               中部ふるさと広域連合負担金（DMO）2,446千円
【琴浦町】鳥取中部観光推進機構負担金131千円
            中部ふるさと広域連合負担金（DMO）2,659千円
【北栄町】鳥取中部観光推進機構負担金119千円
            中部ふるさと広域連合負担金（DMO）2,146千円

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

地方創生推進交付金（1/2）

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

・倉吉市と関係町は、（一社）鳥取中部観光推進機構の支援に必要な費用
を負担します。
なお、現在の関係市町の負担割合は、基本額に総事業費の不足額を人口
割で上乗せしていますが、（一社）鳥取中部観光推進機構の支援の充実を
図るために必要な事業費とその負担の基本的な考え方については、関係市
町で別途協議します。（上記の概算事業費は、協議会への市町負担金と広
域連合からの業務委託料の合算額を示しています。）

＜生活機能の強化－エ．産業振興＞
鳥取中部観光推進機構支援事業

　一般社団法人鳥取中部観光推進機構（平成28年１月18日付でとっとり梨の花温泉郷広
域観光協議会から組織改革）が主体的に情報発信、セールスプロモーション、着地型観
光商品の開発、ネットワーク化による滞在型広域観光等の広域観光事業を実施できる体
制を整備するため、必要な人的又は財政的な支援の充実を図ります。

関係市町及
び役割分担

・各市町が造成した観光商品の運営、広域連携事業の実施、広域情報の発
信、セールスプロモーションの強化に必要な人的又は財政的な支援を行い
ます。

・各市町が造成した観光商品の運営、広域連携事業の実施、広域情報の発
信、セールスプロモーションの強化に必要な人的又は財政的な支援を行い
ます。
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協定項目：広域観光体制の充実及び強化による広域観光の推進

事業名
＜生活機能の強化－エ．産業振興＞

鳥取中部観光推進機構支援事業

H29取組
内容(実績）

H30取組
内容(予定）

【全体】
観光商品の運営、広域連携事業の実施、広域情報の発信、セールスプロモーションの強
化に必要な費用を（一社）鳥取中部観光推進機構・中部ふるさと広域連合へ負担金として
支出した。

【倉吉市】   鳥取中部観光推進機構負担金672千円
　　　　　   　中部ふるさと広域連合負担金（DMO）9,858千円
【三朝町】   鳥取中部観光推進機構負担金486千円
　　　　　　   中部ふるさと広域連合負担金（DMO）1,530千円
【湯梨浜町】鳥取中部観光推進機構負担金531千円
　　　　　　　 中部ふるさと広域連合負担金（DMO）3,604千円
【琴浦町】  鳥取中部観光推進機構負担金131千円
　　　　　　  中部ふるさと広域連合負担金（DMO）3,884千円
【北栄町】  鳥取中部観光推進機構負担金119千円
　　　　　　  中部ふるさと広域連合負担金（DMO）3,124千円
【全体】
観光商品の運営、広域連携事業の実施、広域情報の発信、セールスプロモーションの強
化に必要な費用を（一社）鳥取中部観光推進機構・中部ふるさと広域連合へ負担金として
支出する。
○鳥取中部観光推進機構負担金
○中部ふるさと広域連合負担金（DMO）
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協定項目：広域観光体制の充実及び強化による広域観光の推進

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） 109,750 120,000 63,000 63,000 63,000 418,750

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 155,000 155,000 155,000 155,000 155,000 775,000

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

観光商品の
開発等

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

観光商品の
開発等

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

45,087 8,491 14,071 7,370 17,890 92,909

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

52,939 12,354 14,071 7,370 18,362 105,096

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

－

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

・倉吉市は、市の観光事業に必要な費用を負担します。
・関係町は、町の観光事業に必要な費用を負担します。

＜生活機能の強化－エ．産業振興＞
観光商品の開発強化・受入体制の充実等による観光推進事業

　各市町において、「癒し」をテーマとした着地型・滞在型の観光商品及びＢ級グルメ・サブ
カルチャーなどを生かした観光商品の開発強化及び既存の観光地・施設等のインバウン
ドを含めた受け入れ態勢の充実等により、観光事業全体の充実を図ります。

関係市町及
び役割分担

・着地型・滞在型観光商品、Ｂ級グルメ、サブカルチャーなどを生かした観光
商品の開発強化及び既存の観光地・施設等のインバウンドを含めた受け入
れ態勢の充実等により、観光事業全体の充実を図ります。

・着地型・滞在型観光商品、Ｂ級グルメ、サブカルチャーなどを生かした観光
商品の開発強化及び既存の観光地・施設等のインバウンドを含めた受け入
れ態勢の充実等により、観光事業全体の充実を図ります。
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協定項目：広域観光体制の充実及び強化による広域観光の推進

事業名
＜生活機能の強化－エ．産業振興＞

観光商品の開発強化・受入体制の充実等による観光推進事業

H28取組
内容(実績）

H29取組
内容(実績）

【倉吉市】
地域資源を活かした観光商品等の開発・充実を行い、観光事業の充実を図った。
・倉吉観光マイス協会運営費補助金27,778
・関金温泉グランドデザイン推進補助金301
・関金温泉活性化補助金77
・花であふれる街並み環境整備事業費補助金550
・農村型体験旅行推進事業費補助金2,500
・琴櫻記念館運営事業5,455
・ポップカルチャーによる観光客等誘致促進事業3,520
・国民保養温泉地計画策定事務897
・関金温泉開湯1300年祭事業4,009
【三朝町】
観光協会・旅館組合と連携して、観光商品等の開発・充実を行い、観光事業の充実を
図った。
・観光協会活動補助金　8,491
【湯梨浜】
・町観光協会補助金 9,761
（湯梨浜アイスプロジェクト、観光ガイド、観光商品拡充等）
・ハワイアンフェスティバルハワイin湯梨浜実行委員会補助金3,060
・日本のハワイアロハカーニバル２０１７事業費補助金 1,250
【琴浦町】
観光協会への委託により観光情報発信の充実を図った。
マスコミ、旅行エージェント、観光商品等を活用した情報発信を行った。
・観光協会情報発信業務委託料　7,370
【北栄町】
地域資源を活かした観光商品等の開発・充実を行い、観光事業の充実を図った。
・北栄町観光協会補助金　11,927
・巨大迷路管理運営委託料　5,963

【倉吉市】
地域資源を活かした観光商品等の開発・充実を行い、観光事業の充実を図った。
・倉吉観光マイス協会運営費補助金28,000
・パンフレット等印刷製本費126
・第53代横綱琴桜資料展示事業5,541
・関金温泉活性化補助金500
・関金温泉グランドデザイン推進補助金1,050
【三朝町】
観光協会・旅館組合と連携して、観光商品等の開発・充実を行い、観光事業の充実を
図った。
・観光協会活動補助金　8,271
【湯梨浜町】
・観光協会事業（湯梨浜アイスプロジェクト、観光ガイド、観光商品拡充）1,536
・ハワイアンフェスティバル ハワイinゆりはま　3,060
・日本のハワイ アロハカーニバル2016　1,470
【琴浦町】
観光協会への委託により観光情報発信の充実を図った。
マスコミ、旅行エージェント、観光商品等を活用した情報発信を行った。
・観光協会情報発信業務委託料　6,900
【北栄町】
地域資源を活かした観光商品等の開発・充実を行い、観光事業の充実を図った。
・北栄町観光協会補助金　8,768
・巨大迷路管理運営委託料　6,423
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協定項目：広域観光体制の充実及び強化による広域観光の推進

事業名
＜生活機能の強化－エ．産業振興＞

観光商品の開発強化・受入体制の充実等による観光推進事業

H30取組
内容(予定）

【倉吉市】
地域資源を活かした観光商品等の開発・充実を行い、観光事業の充実を図る。
・倉吉観光マイス協会運営費補助金33,655
・関金温泉活性化補助金200
・農村型体験旅行推進事業費補助金2,500
・琴櫻記念館運営事業5,974
・ポップカルチャーによる観光客等誘致促進事業4,500
・（新規）関金ウォーキング環境整備3,000
・（新規）音声ガイド「倉吉聴き旅」英語翻訳40
・（新規）大山開山1300年祭実行委員会負担金3,070
【三朝町】
・観光協会活動補助金　11,354
・観光商品造成支援補助金　1,000
【湯梨浜町】
・町観光協会補助金 9,761
（湯梨浜アイスプロジェクト、観光ガイド、観光商品拡充等）
・ハワイアンフェスティバルハワイin湯梨浜実行委員会補助金3,060
・日本のハワイアロハカーニバル２０１８事業費補助金 1,250
【琴浦町】
観光協会への委託により観光情報発信の充実を図る。
マスコミ、旅行エージェント、観光商品等を活用した情報発信を行う。
・観光協会情報発信業務委託料　7,370
【北栄町】
地域資源を活かした観光商品等の開発・充実を行い、観光事業の充実を図る。
・北栄町観光協会補助金　12,601
・巨大迷路管理運営委託料　4,920
・ウォーキングコース整備事業　841
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協定項目：広域観光体制の充実及び強化による広域観光の推進

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） 25,871 30,000 21,000 21,000 21,000 118,871

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 40,000

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

情報発信等
の強化

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

情報発信等
の強化

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

3,646 5,953 18,918 401 543 29,461

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

4,838 3,415 25,745 1,950 1,900 37,848

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

－

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

・倉吉市は、市の事業に必要な費用を負担します。
・関係町は、町の事業に必要な費用を負担します。

＜生活機能の強化－エ．産業振興＞
観光情報発信・セールスプロモーション強化事業

　各市町において、観光パンフレット等の作成、観光キャンペーン等を行い、圏域外への
情報発信及びセールスプロモーションの強化を図ります。

関係市町及
び役割分担

・観光パンフレット等の作成、観光キャンペーン等を行い、圏域外への情報
発信及びセールスプロモーションの強化を図ります。

・観光パンフレット等の作成、観光キャンペーン等を行い、圏域外への情報
発信及びセールスプロモーションの強化を図ります。
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協定項目：広域観光体制の充実及び強化による広域観光の推進

事業名
＜生活機能の強化－エ．産業振興＞

観光情報発信・セールスプロモーション強化事業

H28取組
内容(実績）

H29取組
内容(実績）

【倉吉市】
・情報発信業務委託1,259
・印刷製本費1,972
・広告費415
【三朝町】
観光協会・旅館組合と連携して、情報発信及びセールスプロモーションの強化を図る。
・観光客誘致対策推進費　945
・ｷｭﾘｰ祭　2,000
・国内交流　880
・日本海駅伝　650
・ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ補助金　900
・観光商品造成事業補助金　578
【湯梨浜町】
・湯梨浜町地域活性化支援業務委託料 17,763
（ポスター制作、PR動画制作、ブランド化産品の販売促進資料作成、紹介冊子印刷）
・観光宣伝PR広告料 173
・新聞広告掲載料 22
・町観光パンフレット増刷業務 810
・旅館組合補助金（集客対策事業）150
【琴浦町】
・パンフレット等印刷製本費　401千円（パンフレットの増刷等）
【北栄町】
・観光客誘客宣伝PR　499
・観光宣伝広告　44

【倉吉市】
・観光情報発信業務委託料1,500
・パンフレット等印刷製本費2,177
【三朝町】
観光協会・旅館組合と連携して、情報発信及びセールスプロモーションの強化を図った。
・観光客誘致対策推進費745
・ｷｭﾘｰ祭4,000
・日本海駅伝　650
・ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ補助金700
・おかみキャラバン支援事業229
・地域おこし協力隊活動費2,009
【湯梨浜町】
・観光宣伝広告228
・観光客誘致宣伝PR33
・町特産品PR132
・旅館組合補助金（集客対策事業）15,231
【琴浦町】
・パンフレット等印刷製本費689
【北栄町】
・観光客誘客宣伝PR198
・観光宣伝広告44
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協定項目：広域観光体制の充実及び強化による広域観光の推進

事業名
＜生活機能の強化－エ．産業振興＞

観光情報発信・セールスプロモーション強化事業

H30取組
内容(予定）

【倉吉市】
・印刷製本費2,300
・空港での観光案内業務負担金54
・（新規）外国語パンフレット作成業務2,484
【三朝町】
・観光客誘致対策推進費　1,108
・ｷｭﾘｰ祭　2,000
・国内交流　307
【湯梨浜町】
湯梨浜町地域活性化支援業務委託料 25,245
（ポスター制作、ブランド化告知イベント（町内・首都圏）、HP作成、町PR冊子制作）
・旅館組合補助金（集客対策事業）500
【琴浦町】
・パンフレット等印刷製本費　1,950千円（パンフレットのリニューアル）
【北栄町】
・特別旅費　1,016
・鳥取空港ターミナルビル案内委託　44
・観光素材写真撮影委託　692
・マイクロバス借上　148
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協定項目：広域観光体制の充実及び強化による広域観光の推進

事業名

内容

倉吉市

琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円）

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 0 1,000 1,000 1,000 1,000 4,000

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

－

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

調査研究

研修会・講座

イベント開催

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 1,074 1,074

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 3,767 3,767

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

・倉吉市は、市の事業及び広域イベント等に必要な費用を負担します。
・関係町は、町の事業及び広域イベント等に必要な費用を負担します。

＜生活機能の強化－エ．産業振興＞
八橋往来周辺の魅力創造・発信事業

　八橋往来は、伯耆国の中心であった倉吉と八橋を結ぶ奈良時代からの街道で、200年程
前には、伊能忠敬もこの街道を歩いて測量を行ったと伝えられ、現在でも、この街道の名
残は倉吉市、北栄町及び琴浦町の一部に風情ある風景として懐かしさをしのばせており、
国の夢街道モデル地区にも認定されている。
　この八橋往来と呼ばれる街道跡とその周辺に現在も残る津田候殿様街道、斉尾廃寺跡、
大高野官衙遺跡、伯耆国府跡、白壁土蔵群などの歴史的遺産と、そこに伝わる文化を観
光資源として認識し、これらについて調査研究を行い、それを生かした新たな観光商品とし
てイベントを実施するなど、その魅力を最大限に引き出す取り組みを推進し、もって観光客
の誘客による圏域全体の活性化を図る。

関係市町及
び役割分担

・倉吉市に残る八橋往来のルートや周辺資源の研究・開発を行い、それを元
にしたイベントなどの観光商品を開発し、もって観光客の誘客を推進し、圏域
全体の活性化を図る。

・各町に残る八橋往来のルートや周辺資源の研究・開発を行い、それを元に
したイベントなどの観光商品を開発し、もって観光客の誘客を推進し、圏域全
体の活性化を図る。

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）
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協定項目：広域観光体制の充実及び強化による広域観光の推進

事業名
＜生活機能の強化－エ．産業振興＞

八橋往来周辺の魅力創造・発信事業

H28取組
内容(実績）

H29取組
内容(実績）

H30取組
内容(予定）

【琴浦町】
6月SUN-IN未来ウォーク（八橋往来・名探偵コナン コース）の開催
【北栄町】
◆文化財保護対策事業（由良台場関連）　593千円
◆由良台場・六尾反射炉発信、連携事業　481千円

【琴浦町】
6月SUN-IN未来ウォーク（八橋往来・名探偵コナン コース）の開催
【北栄町】
9月　北栄てくてくウオーキング　歴史探訪ウオークの開催（伯耆往来とその周辺コース）
◆文化財保護対策事業（由良台場関連）　480千円
◆由良台場・六尾反射炉発信、連携事業　3,287千円

【倉吉市】
・八橋往来関連の地域資源の魅力向上・発信に取り組んだ
・「八橋往来の説明を含む、観光音声ガイドサービス導入の推進を図った（H29年度から運
用）」
【琴浦町】
・八橋往来関連の地域資源の魅力向上・発信に取り組んだ。
【北栄町】
◆文化財保護対策事業（由良台場関連）　482千円
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協定項目：企業誘致の推進

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） 0 420 0 0 0 420

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 162 0 0 0 0 162

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

情報整理

パンフレット
等の作成

企業誘致

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

情報整理

企業誘致

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 0 0 0 0

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 0 0 0 0

H28取組
内容(実績）

＜生活機能の強化－エ．産業振興＞
圏域への企業誘致推進事業

　圏域における企業誘致の可能な土地、空き工場等の情報を集約し、当該情報を活用し
て、圏域への企業誘致を推進します。

関係市町及
び役割分担

・圏域の企業誘致の可能な土地、空工場等の情報を集約し、関係町に当該
情報を提供します。

・倉吉市に企業誘致の可能な土地、空き店舗等の情報を提供します。

【倉吉市】誘致企業６社に企業立地補助金を交付し初期投資に対する支援を行い、1社が
操業開始となった。
【三朝町】中部市町との情報共有を図るとともに、工場設置奨励金など町独自の補助制度
のＰＲを行ない企業誘致に努めた。
【湯梨浜町】
未利用の土地および建物の情報を集め、町ホームページの既存ページを更新した。
【北栄町】県外の企業訪問を行った。町内の山陽合繊跡地（2.4ｈａ）が農工団地として整備
されていたが、除外申請を行い進出企業の選択肢を増加した。企業進出に係る補助金の
条件を緩和し、対象企業の範囲を拡大した。

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

－

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

－
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協定項目：企業誘致の推進

事業名
＜生活機能の強化－エ．産業振興＞

圏域への企業誘致推進事業

H29取組
内容(実績）

H30取組
内容(予定）

【倉吉市】企業訪問等による積極的な企業誘致を進めた。（随時）
【三朝町】中部市町との情報共有を図るとともに、工場設置奨励金など町独自の補助制度
のＰＲを行ない企業誘致に努めた。
【湯梨浜町】企業誘致につなげるため、町独自の補助制度のPRを行った。
【琴浦町】既存の町企業誘致パンフレットの見直しを図り、作成した。
【北栄町】8月に県外の企業訪問を行った。また、企業交流会と町内企業ガイドブックの作
成を実施し、町内企業と県外企業とのビジネスマッチングの機会を創出した。

【倉吉市】企業訪問等による積極的な企業誘致を進める。（随時）
【三朝町】既存の補助制度に加え、事務所や工場など立地しようとする企業に対しての支
援策を検討する。
【湯梨浜町】進出や増設を支援するための制度を、既存制度の見直しを含めて検討する。
【琴浦町】引き続き企業誘致は進めるが、人材不足が深刻化していることから、大量の雇
用を伴う企業誘致については、積極的に行わない。また、企業立地事業補助金の改正を
行い、町内企業の増設を支援する。
【北栄町】8月中に関西方面の企業訪問（本社）を行い町内での増設・設備投資を勧める。
また、企業交流会を実施し、県外企業とのビジネスマッチングの機会を確保する。
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協定項目：企業誘致の推進

事業名

内容

倉吉市

琴浦町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） 16,613 16,613 16,613 16,613 16,613 83,065

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 9,066 9,066 9,066 9,066 9,066 45,330

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

情報整理

企業誘致

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

情報整理

企業誘致

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

1,202 0 1,202

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

1,299 0 1,299

H28取組
内容(実績）

H29取組
内容(実績）

H30取組
内容(予定）

＜生活機能の強化－エ．産業振興＞
関西事務所を活用した圏域への企業誘致推進事業

　倉吉市関西事務所と琴浦町関西事務所との間で圏域の企業誘致の可能な土地、空工
場等の情報及び企業訪問で得た情報を共有し、お互いに連携して、圏域への企業誘致を
行います。

関係市町及
び役割分担

・圏域の企業誘致の可能な土地、空工場等の情報及び企業訪問で得た情
報を琴浦町関西事務所と共有し、お互いに連携して、圏域への企業誘致を
行います。

・圏域の企業誘致の可能な土地、空工場等の情報及び企業訪問で得た情
報を倉吉市関西事務所と共有し、お互いに連携して、圏域への企業誘致を
行います。

【倉吉市】関西圏における市内進出企業、本市出身者を訪問し情報入手を図った（企業訪
問件数：55件）。

【倉吉市】関西圏における市内進出企業、本市出身者を訪問し情報入手を図る。【年度内
予定（随時）】関西機械要素技術展に出展し、情報発信を図る。

【倉吉市】関西圏における市内進出企業、本市出身者を訪問し情報入手を図った（企業訪
問件数：61件）。関西機械要素技術展に出展し、情報発信を行った（ブース来訪者数：209
名、アンケート回答63名）。

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

－

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

－
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協定項目：企業誘致の推進

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円）

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 0 12,000 13,500 9,000 6,000 40,500

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

－

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

制度設計

制度運営

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 900 1,500 900 1,500 4,800

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 600 900 1,200 1,500 4,200

H28取組
内容(実績）

H29取組
内容(実績）

H30取組
内容(予定）

関係市町及
び役割分担

・奨励制度の創設及び必要な連絡調整を行います。
・奨励制度の運営に必要な費用を負担します。

・奨励制度の創設を行います。
・奨励制度の運営に必要な費用を負担します。

－

＜生活機能の強化－エ．産業振興＞
鳥取県中部定住自立圏雇用創出促進奨励事業

　圏域での企業による雇用創出の意欲を誘引し、その契機とするため、圏域内の企業及び
住民を対象とした新たな雇用を促進する奨励制度を創設し、運営します。

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

次のとおり雇用創出補助（奨励）金を交付した。
【三朝町】２社３名
【湯梨浜町】１社５名
【琴浦町】１社３名
【北栄町】１社５名

雇用創出補助（奨励）金の該当企業なし。

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

・倉吉市と関係町は、制度の創設及び運営に必要な費用を負担します。
・費用の負担額は、その都度、関係市町で協議します。

次のとおり雇用創出補助（奨励）金を交付した。
【三朝町】２社２名
【琴浦町】１社３名
【北栄町】３社５名
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協定項目：消費生活相談窓口の体制整備

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） - - 4,219 7,101 7,284 18,604

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 40,000

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考
消費生活相談
窓口の維持

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考
消費生活相談
窓口の維持

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

2,239 464 779 730 703 4,915

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

2,167 480 814 785 735 4,981

H28取組
内容(実績）

H29取組
内容(実績）

H30取組
内容(予定）

＜生活機能の強化－オ．その他＞
中部消費生活センター運営事業

　消費生活相談に関し、高度な事案を処理できる専門相談員及び窓口を確保するため、
鳥取中部ふるさと広域連合と連携し、鳥取県市町村消費者行政活性化交付金を活用して
中部消費生活センターを維持します。また、誰もが利用しやすい相談体制の充実を図りま
す。

関係市町及
び役割分担

・消費生活相談窓口の体制を充実させるため事業の企画を行います。

・消費生活相談窓口の体制を充実させるため事業の企画を行います。

・中部消費生活センターの維持及び消費生活に関する相談及び苦情の処理並びに消費
者問題等についての啓発・教育を行うために必要な費用を広域連合負担金として支出し
た。
○平成29年度広域連合負担金

・中部消費生活センターの維持及び消費生活に関する相談及び苦情の処理並びに消費
者問題等についての啓発・教育を行うために必要な費用を広域連合負担金として支出す
る。
○平成30年度広域連合負担金

・中部消費生活センターの維持及び消費生活に関する相談及び苦情の処理並びに消費
者問題等についての啓発・教育を行うために必要な費用を広域連合負担金として支出し
た。
○平成28年度広域連合負担金

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

鳥取県市町村消費者行政活性化交付金

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

・倉吉市と関係町は、施設設置に必要な施設、設備等の整備及び運営に対
する費用を負担します。
なお、関係市町の負担額は、人口、相談件数等で按分することとし、各年度
の負担額は、その都度、関係市町で協議します。
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協定項目：消費生活相談窓口の体制整備

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） - - 3,100 3,100 3,100 9,300

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 1,763 1,711 1,711 1,711 1,711 8,607

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

担当者研修

啓発事業

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

担当者研修

啓発事業

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

618 20 277 79 254 1,248

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

844 20 276 79 343 1,562

H28取組
内容(実績）

＜生活機能の強化－オ．その他＞
消費生活に関する担当者研修及び啓発事業

　消費者トラブルの未然防止と被害の拡大防止のため、中部消費生活センターと連携し
て、担当職員の資質向上に向けた研修及び圏域住民への啓発活動を行います。

関係市町及
び役割分担

・消費生活に関する担当者研修及び啓発事業の企画を行います。
・圏域住民を対象とした啓発を行います。

・消費生活に関する担当者研修及び啓発事業の企画を行います。
・圏域住民を対象とした啓発を行います。

・広域連合主催の中部各市町の担当者による担当者会に出席した。担当者会（１回）
・圏域住民を対象とした啓発事業の企画・実施を行った。出前講座（8回）

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

鳥取県市町村消費者行政活性化交付金

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

・倉吉市は、市の担当者研修及び啓発事業に必要な費用を負担します。
・関係町は、町の担当者研修及び啓発事業に必要な費用を負担します。
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協定項目：消費生活相談窓口の体制整備

事業名
＜生活機能の強化－オ．その他＞

消費生活に関する担当者研修及び啓発事業

H29取組
内容(実績）

H30取組
内容(予定）

【倉吉市】
・広域連合主催の中部各市町の担当者会に出席（１回）
・圏域住民を対象とした啓発事業の企画・実施を行った（出前講座3回）
・啓発物品の作成・配布（啓発用冊子、ペン立て付メモ帳）
【三朝町】
・啓発物品の作成・配布（チラシ、マスク）
【湯梨浜町】
・啓発物品の作成・配布（チラシ、リーフレット、マグネット）
・出前講座　１件
・広報紙へ消費啓発記事を掲載
【琴浦町】
・啓発物品の作成・配布（ペン立てメモ帳）
・出前講座　１件
【北栄町】
・啓発物品の作成・配布（ポケットティッシュ、メモ帳）
・国民生活センターが主催する研修への参加（１名）

・広域連合主催の中部各市町の担当者会に出席する。（１回）
・圏域住民を対象とした啓発事業の企画・実施を行う。出前講座（数回）
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協定項目：公共交通に係る効率的な運行体系の確立

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） 236 171 171 171 0 749

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 270 126 126 126 126 774

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

協議会の運
営

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

協議会の運
営

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

137 0 0 0 0 137

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

452 0 0 0 0 452

H28取組
内容(実績）

H29取組
内容(実績）

H30取組
内容(予定）

＜結びつきやネットワークの強化－ア．地域公共交通＞
鳥取県中部地域公共交通協議会運営事業

　当該協議会が策定した「鳥取県中部地域公共交通総合連携計画」の実施に係る連絡調
整及び連携計画見直しを行うため、当該協議会を運営します。

関係市町及
び役割分担

・鳥取県中部地域公共交通協議会の事務局として、当該協議会を運営しま
す。

・鳥取県中部地域公共交通協議会の構成町として、当該協議会の運営に協
力します。

年４回の協議会、年６回の幹事会を開催。
連携計画に係る各種取組についての協議検討を行った。また、地域公共交通網形成計
画の策定に係る協議検討を行い、平成30年３月に策定した。

「鳥取県中部地域公共交通網形成計画」に記載した路線再編の内容を具体化していくた
めの「地域公共交通再編実施計画」策定に向けた協議検討を行う。あわせて、高齢者や
学生のバスの利用促進等の事業を行う。

年2回の協議会、年6回の幹事会を開催。
連携計画に係る各種取組についての協議検討を行った。また、地域公共交通網形成計
画策定に係る協議を行った。

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

－

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

・倉吉市は、鳥取県中部地域公共交通協議会の運営に必要な費用を負担
します。
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協定項目：公共交通に係る効率的な運行体系の確立

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） 14,805 4,358 19,163

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円）

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

計画策定調
査の実施

計画の実施

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

調査の実施

計画の策
定・変更

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0

H28取組
内容(実績）

H29取組
内容(実績）

＜結びつきやネットワークの強化－ア．地域公共交通＞
鳥取県中部地域公共交通総合連携計画策定事業

　平成27年度までの計画期間で策定された当該連携計画を見直し、あらためて個別の路
線の利用状況及び圏域住民のニーズ調査を行い、移動実態に即した便利で効率的で持
続可能な公共交通ネットワークのあり方、方針を明確にするため、再編計画を柱とした次
期当該連携計画を策定します。

関係市町及
び役割分担

・次期当該連携計画の策定を行う鳥取県中部地域公共交通協議会の事務
局を担い、関係町と計画策定に必要な調整を行います。

・鳥取県中部地域公共交通協議会に参加するとともに、当該協議会の運営
及び次期当該連携計画の策定に必要な協力を行います。

概算事業費
（必要に応じ関係市町で内容及び事業費を決定します。）

直営で行うため、協議会運営事業に計上します。

実施期間

H29事業費（決算額：千円）
①協議会運営に計上

連携計画の策定・変更がないため取組なし。

連携計画の策定・変更がないため取組なし。

H30事業費（予算額：千円）
①協議会運営に計上

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

－

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

・倉吉市は、鳥取県中部地域公共交通総合連携計画の策定に必要な費用
を負担します。
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協定項目：公共交通に係る効率的な運行体系の確立

事業名
＜結びつきやネットワークの強化－ア．地域公共交通＞

鳥取県中部地域公共交通総合連携計画策定事業

H30取組
内容(予定）

連携計画の策定・変更の予定がないため取組予定なし。
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協定項目：公共交通に係る効率的な運行体系の確立

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円）

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円）

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

－

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

事業の実施

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

469 0 6,583 0 0 7,052

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

500 0 5,518 650 223 6,891

H28取組
内容(実績）

H29取組
内容(実績）

＜結びつきやネットワークの強化－ア．地域公共交通＞
鳥取県中部地域公共交通総合連携計画事業
　鳥取県中部地域公共交通総合連携計画に基づき、関係市町を事業主体として事業を
実施します。

関係市町及
び役割分担

・当該協議会の事務局として、計画に基づく取組を推進します。
・当該協議会の構成員として、計画に基づく必要な事業を実施します。

・当該協議会の構成員として、計画に基づく必要な事業を実施します。

【1市4町】中部地域公共交通に係る路線見直し案等検討業務を実施し、バス路線の見直
し案を策定。
【倉吉市】市役所前他のベンチ設置修繕、八屋上りバス停、総合事務所前上りバス停上
屋の修繕を実施。
【湯梨浜町】高齢者の定期券購入に対する助成を実施。泊駅前バス停上屋修繕を実施。
石脇車庫下りバス停上屋を新設。
【琴浦町】学生の町営バス定期券購入に対する助成を実施、倉坂、中学校前、矢下公民
館前バス停上屋を新設。

【倉吉市】今西バス停、山根パープルタウン前上りバス停の修繕を行った。
【湯梨浜町】泊庁舎前バス停、恐竜広場前バス停上屋の修繕工事を行った。高齢者の定
期券購入に対する助成を行った。
【琴浦町】学生の町営バス定期券購入に対する助成を行った。

概算事業費

（鳥取県中部地域公共交通総合連携計画に基づく事業の内容及び事業費を決定します。）

実施期間

必要に応じて実施

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

－

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

・倉吉市と関係町は、事業の実施に必要な費用を負担します。
なお、各年度の関係市町の負担額は、その都度、関係市町で協議します。
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協定項目：公共交通に係る効率的な運行体系の確立

事業名
＜結びつきやネットワークの強化－ア．地域公共交通＞

鳥取県中部地域公共交通総合連携計画事業

H30取組
内容(予定）

【倉吉市】修繕が必要なバス停上屋修繕工事を行う。
「高齢者運転免許証自主返納支援制度」の創設。H30.7.1～（市内の70歳以上の方を対象
に、バス定期券かタクシー乗車券いずれかの購入費に対する補助を行う。）
【湯梨浜町】修繕が必要なバス停上屋修繕工事を行う。高齢者の定期券購入に対する助
成を行う。
【琴浦町】必要に応じて、バス停の設置、修繕を行う。学生の町営バス定期券購入に対す
る助成を行う。



47 ページ

協定項目：地産地消の推進

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） 0 50 50 50 50 200

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 48 48 48 48 48 240

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

協議会の設
置

計画の実行

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

協議会の運
営

計画の実行

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 0 0 0 0

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

48 0 17 0 0 65

H28取組
内容(実績）

H29取組
内容(実績）

H30取組
内容(予定）

＜結びつきやネットワークの強化－イ．地産地消＞
中部圏域地産地消推進協議会設置・運営事業
　圏域の生産者、事業者、消費者、行政、食に関する団体などの関係者を構成員とする
中部圏域地産地消推進協議会を設置・運営し、圏域の地産地消の推進に関する計画を
実行します。

関係市町及
び役割分担

・中部圏域地産地消推進協議会を設置し、関係者・関係団体と連携して圏
域の地産地消に関する計画を実行します。
・中部圏域地産地消推進協議会の事務局として、当該協議会を運営しま
す。

・中部圏域地産地消推進協議会に参加し、当該協議会の運営に協力すると
ともに、関係者・関係団体と連携して、圏域の地産地消の推進に関する計画
を実行します。

具体的な協議はできなかった。

具体的な協議はできなかった。

１市４町の担当課（者）が集まり、今後の方向性について協議する。

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

－

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

・倉吉市は、中部圏域地産地消推進協議会の運営に必要な費用を負担しま
す。
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協定項目：地産地消の推進

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） 0 2,000 200 0 0 2,200

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 100 0 0 0 0 100

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

消費・需要実態
調査の実施

計画の策定

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

計画の策定

計画の運営

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 0 0 0 0

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 0 0 0 0

H28取組
内容(実績）

H29取組
内容(実績）
H30取組

内容(予定）

＜結びつきやネットワークの強化－イ．地産地消＞
圏域地産地消推進計画策定事業

　圏域の地産地消の現状を把握した上で、圏域の関係者が連携又は共同して取り組む地
産地消に関するイベント、生産者と加工者と消費者のネットワークづくりなどを検討し、圏
域の地産地消の推進に関する計画の見直しを実施します。

関係市町及
び役割分担

・中部圏域地産地消推進協議会の運営にあたり圏域の地産地消の推進に
関する計画の見直しなどを実施します。

・中部圏域地産地消推進協議会に参加し、圏域の地産地消の推進に関す
る計画の見直しに協力します。

具体的な協議はできなかった。

１市４町の担当課（者）が集まり、今後の方向性について協議する。

具体的な協議はできなかった。

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

－

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

・倉吉市は、圏域の地産地消の推進に関する計画の策定に必要な費用を
負担します。
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協定項目：地産地消の推進

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） 17,891 17,891 17,891 17,891 17,891 89,455

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000 100,000

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

イベントの
開催

地産地消推進
の店の推進

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

イベントの
開催

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

831 258 357 361 17,393 19,200

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

870 215 369 360 17,911 19,725

＜結びつきやネットワークの強化－イ．地産地消＞
地産地消拡大事業

　圏域の生産者、事業者、消費者、行政、食に関する団体などの関係者による地産地消に関するイ
ベントとして、「中部発！食のみやこフェスティバル」をはじめ、地産地消交流会（琴浦町）、すいか・
ながいも健康マラソン大会（北栄町）、ほくえい味覚めぐり（北栄町）などの地産地消に関するイベン
トを継続実施します。

関係市町及
び役割分担

・地産地消に関するイベントを開催します。

・地産地消に関するイベントを開催します。地産地消を推進・推奨する店舗
等の取り組み

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

－

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

・中部発！食のみやこフェスティバルについては、関係市町が、標準財政規
模、人口を元に按分・算出し、それぞれが負担します。
・倉吉市は、市の地産地消に関するイベントの開催に必要な費用を負担しま
す。
・関係町は、町の地産地消に関するイベントの開催に必要な費用を負担しま
す。
なお、関係市町で開催する新規イベントに必要な費用は、その都度、地産
地消推進計画を踏まえ、関係市町で協議します。
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協定項目：地産地消の推進

事業名
＜結びつきやネットワークの強化－イ．地産地消＞

地産地消拡大事業

H28取組
内容(実績）

H29取組
内容(実績）

H30取組
内容(予定）

【倉吉市・三朝町・湯梨浜町・琴浦町・北栄町】
・「第７回中部発！食のみやこフェスティバル」に参画し、運営経費を負担した。
・「第７回中部発！食のみやこフェスティバル」において、地元農産物及びそれを使用した
商品の販売ＰＲを行い、地域での消費拡大につなげた。
【三朝町】
・各種イベントでのＰＲ活動や、道の駅・楽市楽座、おひさま市等で町内産農産物（加工品
を含む）の販売を促進し、三朝の魅力発信に努めた。
【湯梨浜町】
・ゆりはま大漁まつりを泊漁港で開催し、住民等へ地域産業に対する認識を深めてもらう
とともに、地域の活性化を図った。
【北栄町】
・すいか・ながいも健康マラソン大会を開催し、県内外へ広く北栄町の特産物をＰＲして消
費拡大を図った。

【倉吉市・三朝町・湯梨浜町・琴浦町・北栄町】
・「第８回中部発！食のみやこフェスティバル」に参画し、運営経費を負担する。
・「第８回中部発！食のみやこフェスティバル」において、地元農産物及びそれを使用した
商品の販売ＰＲを行い、地域での消費拡大につなげる。
【三朝町】
・各種イベントでのＰＲ活動や、道の駅・楽市楽座、おひさま市等で町内産農産物（加工品
を含む）の販売を促進し、三朝の魅力発信に努める。
【湯梨浜町】
・ゆりはま大漁まつりを泊漁港で開催し、住民等へ地域産業に対する認識を深めてもらう
とともに、地域の活性化を図る。
【北栄町】
・すいか・ながいも健康マラソン大会を開催し、県内外へ広く北栄町の特産物をＰＲして消
費拡大を図る。

【倉吉市・三朝町・湯梨浜町・琴浦町・北栄町】
・「第６回中部発！食のみやこフェスティバル」に参画し、運営経費を負担した。
・「第６回中部発！食のみやこフェスティバル」において、地元農産物及びそれを使用した
商品の販売ＰＲを行い、地域での消費拡大につなげた。
【三朝町】
・各種イベントでのＰＲ活動や、道の駅・楽市楽座、おひさま市等で町内産農産物（加工品
を含む）の販売を促進し、三朝の魅力発信に努めた。
【湯梨浜町】
・ゆりはま大漁まつりを泊漁港で開催し、住民等へ地域産業に対する認識を深めてもらう
とともに、地域の活性化を図った。
【北栄町】
・すいか・ながいも健康マラソン大会を開催し、県内外へ広く北栄町の特産物をＰＲして消
費拡大を図った。
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協定項目：空き家バンクの連携等によるＩＪＵ（移住）の促進

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） 0 0 0 0 0 0

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 0 0 0 0 0 0

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

空き家情報
の連携

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

空き家情報
の連携

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 0 0 0 0

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 0 0 0 0

H28取組
内容(実績）

H29取組
内容(実績）

＜結びつきやネットワークの強化－ウ．交流・移住＞
空き家情報の連携事業

　中部圏域の空き家情報を共有できるようにするため、各市町のホームページに空き家
情報を掲載するとともに、公益社団法人鳥取県宅地建物取引業協会中部支部との連携
を図り、空き家情報の集約及び円滑な仲介を行うことができるようにします。

関係市町及
び役割分担

・空き家情報をホームページに掲載します。
・（公社）宅建協会中部支部との協定により、空き家情報の集約等を行いま
す。

・空き家情報をホームページに掲載します。
・（公社）宅建協会中部支部との協定により、空き家情報の集約等を行いま
す。

さらなる移住定住の促進を図るため、鳥取県主催の移住相談会（会場：大阪）に圏域内の
市町が様々なアイデアを持ち寄り、アドバイザー等参加いただきながら、来場者に中部圏
域に興味をもっていただいた。
また（公社）宅建協会中部支部にも参加してもらい、圏域内の空き家物件の状況・情報に
ついて説明・紹介を行うとともに、圏域の魅力を発信した。
（相談会）5/20倉吉市・三朝町・湯梨浜町　10/21倉吉市・北栄町・琴浦町

中部圏域に興味をもっていただき、移住定住の促進を図るため、鳥取県主催の移住相談
会（会場：大阪）に圏域内の市町と（公社）宅建協会中部支部が参加した。また圏域内の
空き家物件の状況・情報について説明・紹介を行うとともに、圏域の魅力を発信した。
（相談会）①5/14倉吉市・三朝町・琴浦町　②8/20倉吉市・北栄町・湯梨浜町

※倉吉市、三朝町、琴浦町及び北栄町は、（公社）宅建協会中部支部と仲介業務につい
て協定締結済み。

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

-

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

-
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協定項目：空き家バンクの連携等によるＩＪＵ（移住）の促進

事業名
＜結びつきやネットワークの強化－ウ．交流・移住＞

空き家情報の連携事業

H30取組
内容(予定）

移住定住の促進を図るため、鳥取県主催の移住相談会（会場：大阪）に圏域内の市町が
様々なアイデアを持ち寄り、アドバイザー等参加いただきながら、来場者に中部圏域に興
味をもっていただいた。
また（公社）宅建協会中部支部にも参加してもらい、圏域内の空き家物件の状況・情報に
ついて説明・紹介を行うとともに、圏域の魅力を発信する。
（相談会）5/12倉吉市・三朝町・湯梨浜町・・北栄町・琴浦町
各市町で空き家情報をＨＰへ掲載しているが、１市４町相互間での連携について検討して
いく。
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協定項目：空き家バンクの連携等によるＩＪＵ（移住）の促進

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） 500 500 500 500 500 2,500

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 500 500 500 500 500 2,500

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

体験プログ
ラムの実施

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

体験ツアー
の実施

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 443 399 0 842

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 240 300 0 540

H28取組
内容(実績）

＜結びつきやネットワークの強化－ウ．交流・移住＞
田舎暮らし体験プログラムの連携・実施事業

圏域の魅力ある地域資源を活用した田舎暮らし体験ツアーを連携して実施することによ
り、移住する動機（きっかけ）作りを行います。

関係市町及
び役割分担

・田舎暮らし体験ツアーを各町と連携して企画・実施します。

・田舎暮らし体験ツアーを各市町と連携して企画・実施します。

（倉吉市）
8/26、27　 開催　7名（県外参加者）　場所：倉吉市　関金
9/17,18　　開催　1名（県外参加者）　場所：倉吉市　明倫
10/15,16　開催　７名（県外参加者）　場所：倉吉市　明倫
（湯梨浜町）
「ゆりはま暮らし体験ボランティア」を実施
県外参加者15組15名　ボランティア従事19日
（琴浦町）
震災により中止　10/22～23「移住・就農体験ツアー」

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

鳥取県移住定住推進交付金（1/2：上限30万円）

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

・倉吉市は、田舎暮らし体験ツアーの実施に必要な費用の一部を負担しま
す。
・関係町は、協力する田舎暮らし体験ツアーの実施に必要な費用の一部を
負担します。
なお、各年度の関係市町の負担額は、その都度、関係市町で協議します。
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協定項目：空き家バンクの連携等によるＩＪＵ（移住）の促進

事業名
＜結びつきやネットワークの強化－ウ．交流・移住＞

田舎暮らし体験プログラムの連携・実施事業

H29取組
内容(実績）

H30取組
内容(予定）

（倉吉市）
4/1～3/31　「オーダーメイドツアー」　32組59名　場所：市内一円
（湯梨浜町）
10/14～10/15　「ゆうゆう、ゆりはま移住体験ツアー」　5組5名
11/27～11/28　「ゆりはま暮らし移住体験ツアー」　8組14名
（琴浦町）
10/28～10/29　「鳥取県琴浦町農業体験ツアー＆移住体験ツアー」 5組5名

（倉吉市）
4/1～6/30　「オーダーメイドツアー」　5組6名　場所：市内一円
7/1～3/31　随時開催予定
（湯梨浜町）
9/22～9/24　「ゆりはま女子旅」開催予定
（琴浦町）
9/22～9/23　「鳥取県琴浦町農業体験ツアー＆移住体験ツアー」



55 ページ

協定項目：空き家バンクの連携等によるＩＪＵ（移住）の促進

事業名

内容

倉吉市

 三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） 500 500 500 500 500 2,500

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 500 500 500 500 500 2,500

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

移住相談会
の出展等

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

移住情報等
の発信

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

88 16 16 16 31 167

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

55 17 19 36 31 158

H28取組
内容(実績）

＜結びつきやネットワークの強化－ウ．交流・移住＞
移住情報の発信事業

　ウェブサイト、移住相談会等を活用して圏域内の空き家の情報、田舎暮らし体験ツアー
の情報、生活情報等の移住情報を発信します。

関係市町及
び役割分担

・移住希望者が欲する移住情報をウェブサイトに掲載します。
・各町の移住情報のウェブサイトにリンクし、圏域情報を一体的に発信しま
す。
・移住相談会等を活用して、圏域の移住情報を発信します。

・移住希望者が欲する移住情報をウェブサイトに掲載します。
・各市町の移住情報のウェブサイトにリンクし、圏域情報を一体的に発信し
ます。
・移住相談会等を活用して、圏域の移住情報を発信します。

県主催の相談会及びその他関西圏で行われるフェアへの参加
【倉吉市】
　・大阪相談会　13回（相談件数：133件）
　・東京相談会　３回（相談件数：35件）
【三朝町】
　・大阪相談会　２回（相談件数：13件）
　・東京相談会　１回（相談件数：５件）
【湯梨浜町】
　・大阪相談会　３回（相談件数：18件）
　・東京相談会　２回（相談件数：16件）
【琴浦町】
　・大阪相談会　４回（相談件数：34件）
　・東京相談会　２回（相談件数：15件）
【北栄町】
　・大阪相談会　４回（相談件数：27件）
　・東京相談会　２回（相談件数：９件）

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

鳥取県移住定住推進交付金（1/2：上限30万円）

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

・倉吉市は、市職員の移住相談会などの参加に必要な費用を負担します。
・関係町は、町職員の移住相談会などの参加に必要な費用を負担します。
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協定項目：空き家バンクの連携等によるＩＪＵ（移住）の促進

事業名
＜結びつきやネットワークの強化－ウ．交流・移住＞

移住情報の発信事業

H29取組
内容(実績）

H30取組
内容(予定）

県主催の相談会及びその他関西圏で行われるフェアへの参加
【倉吉市】
　・大阪相談会　11回（相談件数：83件）
　・東京相談会　５回（相談件数：32件）
【三朝町】
　・大阪相談会　２回　（相談件数：３件）
　・東京相談会　１回　（相談件数：３件）
【湯梨浜町】
　・大阪相談会　５回　（相談件数：39件）
　・東京相談会　４回　（相談件数：21件）
【琴浦町】
　・大阪相談会　４回　（相談件数：13件）
　・東京相談会　２回　（相談件数：６件）
【北栄町】
　・大阪相談会　４回　（相談件数：35件）
　・東京相談会　２回　（相談件数：13件）

大阪相談会のうち１回については、１市４町で合同で参加。
この１回分の旅費については、本事業費として計上。

県主催の相談会及びその他関西圏で行われるフェアへの参加
【倉吉市】
　・大阪相談会　実施済み３回（相談件数：25件）　※年度内予定：６回
　・東京相談会　実施済み１回（相談件数：７件）　※年度内予定：３回
【三朝町】
　・大阪相談会　実施済み１回（相談件数：４件）　※年度内予定：１回
【湯梨浜町】
　・大阪相談会　実施済み２回（相談件数：８件）　※年度内予定：１回
　・東京相談会　実施済み１回（相談件数：７件）　※年度内予定：１回
【琴浦町】
　・大阪相談会　実施済み２回（相談件数：９件）　※年度内予定：５回
　・東京相談会　実施済み０回（相談件数：０件）　※年度内予定：１回
【北栄町】
　・大阪相談会　実施済み２回（相談件数：９件）　※年度内予定：４回
　・東京相談会　実施済み１回（相談件数：４件）　※年度内予定１回
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協定項目：未婚・晩婚化の解消への取組の推進

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円）

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） － 2,000 2,000 2,000 2,000 8,000

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

－

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

連携広報

婚活イベント
の共同実施

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

200 200 200 200 200 1,000

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

200 200 200 200 200 1,000

H28取組
内容(実績）

＜結びつきやネットワークの強化－ウ． 交流・移住＞
広域連携婚活事業

　未婚・晩婚化の解消のため、婚活イベント、セミナー等を各市町で共同して企画し、実
施します。

関係市町及
び役割分担

・関係町が単独で行う事業について、連携して広報します。
・各町と共同して婚活イベント等を企画・実施します。

・関係市町が単独で行う事業について、連携して広報します。
・各市町と共同して婚活イベント等を企画・実施します。

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

【県】結婚に向けた出会いの機会等創出事業補助金（1/2補助）

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

１市４町での均等割

・鳥取県中部の独身男性を対象とした婚活セミナーを開催した。
　※参加者10名。
・鳥取県中部の独身男女及び関西圏の独身女性を対象とし、１泊２日で中部圏内を巡る
婚活バスツアーを開催した。
　※参加者40名（男性20名：女性20名）、カップル７組成立。
・鳥取県中部の独身男女を対象とした婚活セミナーを開催し、セミナー後に交流会を開催
した。
　※参加者34名（男性19名：女性15名）、カップル７組成立。
・鳥取県中部地区の婚活支援者を対象としたセミナーを開催した。
　※参加者８名

活用を想定する補助制
度等（補助率等）
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協定項目：未婚・晩婚化の解消への取組の推進

事業名
＜結びつきやネットワークの強化－ウ． 交流・移住＞

広域連携婚活事業

H29取組
内容(実績）

H30取組
内容(予定）

参加者のメンタル面での負担軽減(カップリングを行わない)を図ることで、参加しやすい、
ゆるーい婚活イベント、セミナーを実施。
・鳥取県中部圏域の独身男女を対象とした、恋愛心理学セミナーと交流会を開催とした。
　※セミナー参加者24名（男性15名、女性9名）、交流会33名（男性18名、女性15名）
・中部圏域の婚活支援者を対象としたセミナーを実施。
　※参加者14名
・中部圏域の独身男女を対象としたバスツアーを実施した。
　※参加者35名（男性21名、女性14名）
　※カップルが1組成立（事後調査により判明）

【年度内予定】
・鳥取県中部圏域の独身男女を対象とした、パーティー型のイベントを開催する。
・鳥取県中部及び鳥取県内在住の独身男女を対象とした、パーティー型のイベントを開
催する。
・上記のイベント参加者を対象とした婚活セミナーを開催する。
・参加制限なしの婚活セミナーを開催する。
・各市町の婚活支援者を対象とした研修を実施する。
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協定項目：広報活動の連携による広域的な情報提供

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） 0 50 100 100 100 350

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 20 50 50 50 50 220

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

研究会の設
置運営

研究会の拡
充

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

研究会の運
営

研究会の拡
充

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 0 0 0 0

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 0 0 0 0

H28取組
内容(実績）

H29取組
内容(実績）

H30取組
内容(予定）

＜結びつきやネットワークの強化－エ．その他の連携＞
中部圏域ケーブルテレビ利活用研究会設置運営事業

　圏域のケーブルテレビ事業者をはじめ、行政、民間、地域の関係者等の参加による中
部圏域ケーブルテレビ利活用研究会において、ケーブルテレビ番組の相互放送をはじ
め、ケーブルテレビを利活用した広域的な情報提供による生活支援サービス等の調査及
び研究を行います。

関係市町及
び役割分担

・中部圏域ケーブルテレビ利活用研究会を設置し、当該研究会の庶務を担
当するとともに、ケーブルテレビの利活用に関する調査及び研究を行いま
す。

・中部圏域ケーブルテレビ利活用研究会に参加し、ケーブルテレビの利活
用に関する調査及び研究に協力します。

・Ｈ30年　７月１4日～22日　高校野球生中継（準々決勝まで）
・Ｈ30年　10月　ふるさと広域連合20周年記念座談会（ＮＣＮ、ＴＣＣ放送予定）

・ＮＣＮ（日本海ケーブルネットワーク）とＴＣＣ（鳥取中央有線放送㈱）の番組交換を行っ
た。
　創作演劇公演「憶良の翼」
その他
・H28年6月　ハイビジョン化→県議会等の生中継を行った。
・Ｈ28年10月　ハイビジョン化を記念し、県内の情報ハイウェイを利用した女子サッカー（２
時間）の生中継を行った。

・Ｈ29年　７月１５日～23日　高校野球生中継（準々決勝まで）

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

-

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

倉吉市は、中部圏域ケーブルテレビ利活用研究会の運営に必要な費用を
負担します。
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協定項目：合同研修会の開催

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） - 200 200 200 1,200 1,800

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 400 400 400 400 400 2,000

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

研修の企画
立案

研修会の開
催

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

研修の企画
立案

研修会の開
催

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

512 0 0 0 0 512

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

422 0 0 0 0 422

H28取組
内容(実績）

＜圏域マネジメント能力の強化－ア．人材の育成・確保＞
子育て支援に関わる職員等に対する合同研修会の開催事業

　子どもの発達支援についての研修会を合同で開催します。

関係市町及
び役割分担

・合同研修会を企画立案し、開催します。

・研修会の運営に協力します。
・研修会に参加します。

①子どもの発達支援研修会（基礎研修）
平成28年９月３日 13:00～16:00／倉吉市上井公民館／内容：講演・実技　太田　篤志 氏
（株式会社プレイジム代表／姫路獨協大学客員教授）　参加者：103名
②子どもの発達支援研修会（研修・実践発表）
平成29年１月29日／倉吉未来中心小ホール／内容：実践発表、講演　日戸　由刈 氏（横
浜市総合リハビリテーションセンター児童発達支援事業所ぴーす新横浜園長）　参加者：
236名

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

子ども・子育て支援体制整備総合推進事業費補助金（国庫1/2）

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

・倉吉市と関係町は、合同研修会の費用を負担します。
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協定項目：合同研修会の開催

事業名
＜圏域マネジメント能力の強化－ア．人材の育成・確保＞

子育て支援に関わる職員等に対する合同研修会の開催事業

H29取組
内容(実績）

H30取組
内容(予定）

①子どもの発達支援研修会（基礎研修）
平成29年10月28日　13：00～16：30／新日本海新聞社中部本社ホール／内容：講演　黒
田　美保 氏　（広島修道大学健康科学部　教授）　参加者：143名
②子どもの発達支援研修会（研修・実践発表）
平成30年1月28日　13：00～16：30／倉吉未来中心大ホール／内容：実践発表、講演　萩
原　拓 氏（北海道教育大学旭川校教育発達専攻特別支援教育分野　教授）　参加者：
242名
①子どもの発達支援研修会（基礎研修）
平成30年秋頃／会場　未定／内容：講演　県外講師
②子どもの発達支援研修会（研修・実践発表）
平成31年2月3日／倉吉未来中心大ホール／内容：実践発表、講演　藤田　継道 氏（岐阜
淑徳学園大学）等
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協定項目：合同研修会の開催

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 100 100 100 100 100 500

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

研修の
企画立案

研修会の
開催

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

60 0 0 0 0 60

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

81 0 0 0 0 81

H28取組
内容(実績）

H29取組
内容(実績）

H30取組
内容(予定）

倉吉市：定住自立圏構想推進セミナーin茨城へ参加予定

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

－

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

・倉吉市と関係町は、合同勉強会の費用を負担します。

なし

倉吉市：定住自立圏構想推進セミナーin長崎へ参加

＜圏域マネジメント能力の強化－ア．人材の育成・確保＞
定住自立圏構想合同勉強会の開催事業

　定住自立圏構想の推進に役立てるため、外部講師を招き、圏域の市町の職員及び地
域住民を対象とした勉強会を合同で開催します。

関係市町及
び役割分担

・合同勉強会を企画立案し、開催します。

・研修会の運営に協力します。
・研修会に参加します。



63 ページ

協定項目：合同研修会の開催

事業名

内容

倉吉市

三朝町
湯梨浜町
琴浦町
北栄町

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） 100 100 100 100 100 500

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

研修の
企画立案

研修会の
開催

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 0 0 0 0

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 0 0 0 0

H28取組
内容(実績）

H29取組
内容(実績）

H30取組
内容(予定）

・市民提案型協働プロジェクト講演会　２回（住民向け・職員向け各１回）

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

－

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

・倉吉市と関係町は、合同勉強会の費用を負担します。

なし

・市民提案型協働プロジェクト講演会　講師：ＮＰＯ法人グリーンバレー 大南 信也氏
「地域の未来をステキに変える！～徳島県神山町の創造的過疎の取組～」
平成29年９月５日（火）/エキパルくらよし多目的ホール　参加者28名（全体70名）

＜圏域マネジメント能力の強化－ア．人材の育成・確保＞
地方創生戦略勉強会の開催事業

　地方創生の取り組みを研究するため、外部講師を招き、圏域の市町の職員及び地域住
民を対象とした勉強会を合同で開催します。

関係市町及
び役割分担

・合同勉強会を企画立案し、開催します。

・研修会の運営に協力します。
・研修会に参加します。
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協定項目：人事交流の実施

事業名

内容

倉吉市

琴浦町
北栄町

年度別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

（千円） - - - - - -

年度別 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 計

（千円） - - - - - -

取組内容 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備考

人事交流の
実施

取組内容 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 備考

人事交流の
実施

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 0 0

倉吉市 三朝町 湯梨浜町 琴浦町 北栄町 合計

0 0 0 0

H28取組
内容(実績）

H29取組
内容(実績）
H30取組

内容(予定）

－

＜圏域マネジメント能力の強化－イ．圏域内市町の職員等の交流＞
人事交流の実施事業

　生活機能の強化及び結びつきやネットワークの強化に係る政策分野の取組に必要な圏
域のマネジメント能力を強化するため、必要の都度、関係市町が協議の上、職員の人事
交流を実施します。

関係市町及
び役割分担

・必要の都度、関係町と協議し、職員の人事交流を実施します。

・必要の都度、倉吉市と協議し、職員の人事交流を実施します。

概算事業費

実施期間

H29事業費（決算額：千円）

H30事業費（予算額：千円）

活用を想定する補助制度
等（補助率等）

なし

なし

関係市町の事業費負担
の基本的な考え方

－

なし
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